
西
南
学
院
大
学
　
法
学
論
集
　
第
五
五
巻
　
第
二
号
　
二
〇
二
二
年
　
九
月
　
抜
刷

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）

― 

ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索 

―

田
　 

中
　 

英
　 

司



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）

︱
ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索
︱

田　
　

中　
　

英　
　

司

目　

次
※

Ⅰ　

序
説

　
　

１　

本
論
文
の
位
置
づ
け

　
　

２　

関
連
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
規
定
等
の
確
認

　
　

３　

日
本
法
の
判
例
に
お
け
る
借
家
権
の
存
続
保
護
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
の
確
認

　
　

４　

考
察
の
方
法
と
順
序
（
以
上
、
五
二
巻
一
号
）

Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

一　

比
較
衡
量
の
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
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１　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
義
等
に
つ
い
て

　
　

２　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
の
意
義
に
つ
い
て

　
　

３　

民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
「
明
渡
し
か
ら
の
保
護
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
以
上
、
五
二
巻
三
・
四
合
併
号
）

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　

１　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　

⑴　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
等
の
裁
判
例
（
以
上
、
五
三
巻
一
号
）

　
　
　
　

②
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
（
②
の
五
の
第
五
の
裁
判
例
ま
で
、
五
三
巻
四
号
）

　
　
　
　

③
小
括
（
以
上
、
五
四
巻
一
号
）

　
　
　

⑵　

当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
当
該
契
約
の
締
結
時
ま
た
は
当
該
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

②
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
案

　
　
　

⑶　

当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
（
以
上
、
五
四
巻
二
号
）

　
　

２　

具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例

　
　
　

⑴　

生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

住
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①
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
（
以
上
、
五
四
巻
三
・
四
合
併
号
）

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
小
括
（
以
上
、
五
五
巻
一
号
）

　
　
　

⑵　

代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

①
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
（
以
上
、
本
巻
本
号
）

　
　
　
　
　

ⓑ
そ
の
他
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓑ
そ
の
他
の
事
情
か
ら
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

④
小
括

　
　
　

⑶　

経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　

⑷　

そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

Ⅲ　

総
括
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Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

２　

具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例

　

⑵　

代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　

第
二
に
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
取
り
上
げ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
①
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
、
②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事

案
、
お
よ
び
、
③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
、
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。

　

①
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

ま
ず
、
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）
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第
一
に
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
七
月
三
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
82
】
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
七
月
三
日
決
定

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

八
一
歳
で
、
障
害
の
あ
る
被
告
は
、
一
七
年
以
来
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を

解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
の
時
点
に
お
い
て
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
、
次
の
よ
う
な
法
的
問
題
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
１　

自
分
自
身
、
な
お
存
在
し
な
い
ほ
か
の
住
居
へ
の
転
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
八
一
歳
で
、
障
害
の
あ
る
、
一
七
年
以

来
本
件
住
居
に
生
活
し
て
い
る
賃
借
人
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
の
時
点
に
お
い
て
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
の
か
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

３　

一
定
の
期
間
の
間
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
と
っ
て
、
次
の
事
情
は
、
当
該
期
間
を

定
め
る
と
き
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

（
503
）
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a）　

社
会
的
住
居
が
ほ
と
ん
ど
獲
得
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
区
域
に
存
在
す
る
本
件
住
居
の
一
定
の
立
地
条
件

　

b）　

一
定
の
設
備
（
バ
ル
コ
ニ
ー
、
中
央
暖
房
）、
本
件
建
物
に
お
け
る
位
置
（
二
階
だ
け
）、
目
下
の
と
こ
ろ
な
お
存
在
し
な
い
世
話
人
の
た
め

の
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
得
る
居
住
の
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
た
最
低
限
度
の
広
さ

　

c）　

賃
借
人
は
、
賃
借
人
の
意
思
に
反
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
老
人
介
護
施
設
に
お
け
る
場
所
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　

４　

賃
借
人
は
、
次
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま
で
賃
借
人
に
提
供
さ
れ
た
住
居
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
義
務
に
違

反
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
失
っ
た
の
か
。

　

a）　

賃
借
人
が
、
賃
貸
人
と
の
緊
張
関
係
の
た
め
に
、
賃
貸
人
の
所
有
物
で
あ
る
建
物
に
決
し
て
入
居
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
と
い
う
理
由

　

b）　

提
供
さ
れ
た
住
居
が
、
３
の
も
と
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
要
求
に
対
応
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
」。

　
［
決
定
理
由
］

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
法
的
問
題
に
対
し

て
、
そ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
の
概
念
を
一
般
的
に
言
い
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
事
案
の
決
定
の

と
き
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
う
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
事
案
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。・
・
・
・
本
件
に
お
い
て
は
、
八
一
歳
で
、
は
な
は
だ
し

く
そ
こ
な
わ
れ
た
賃
借
人
に
と
っ
て
の
住
居
の
交
替
に
お
い
て
存
在
す
る
苛
酷
さ
が
問
題
で
あ
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
高
齢
だ
け
で
、
な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）
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五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
な
い
と
い
う
見
解
は
、
そ
の
高
齢
の
人
が
、
な
お
、
壮
健
で
あ
り
、
そ
の
解
約
告
知
期
間

の
間
、
自
分
自
身
で
、
あ
る
い
は
、4

委
託
さ
れ
た
人
に
よ
っ
て
、
相
当
な
代
替
住
居
を
探
す
状
況
に
あ
る
と
い
う
事
案
に
と
っ
て
は
、
正
し
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
高
齢
は

4

4

4

4

4

4

、4・

重
大
な
身
体
的
侵
害
と
重
な
り
合
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
は

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

被
告
の
歩
行
障
害
に
よ
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て4

、4・

代
替
住
居
を
め
ぐ
る
被
告
の
努
力
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

強
く
侵
害
さ
れ

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
に
加
え
て

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
ら
ゆ
る
住
居
が
被
告
に
と
っ
て
被
告
の
病
気
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

考
慮
に
値
す
る
わ
け
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
無
理
な
要
求
を
さ
れ
た
住
居
の
交
替
は
、
若
く
、
健
康
な
人
々
よ
り
も
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
よ
り
苛
酷
に
、

被
告
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
案
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
社
会
的
条
項
は

4

4

4

4

4

4

、4・

か
つ
て
の
文
言
に
お
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な

4

4

4

文
言
に
お
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

、4・

保
護
を
与
え
る

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

世
話
人
が
援
助
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
高
齢
で
障
害
の
あ
る
人
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
が
そ
の
人
の
増
大
し
た
必
要
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
っ
て
い
る

4

4

4

4

4

。
そ
の
よ
う
な
人
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
構
成
員
に
よ
る
世
話
と
つ
き
あ
い
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
人
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
住

4

4

4

居
が

4

4

、4・

交
際
を
続
け
て
い
る
血
縁
者
と
知
人
が
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
市
区
に
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
血
縁
者
と
知
人
は
、
そ
の
よ
う
な
人
を
訪
問
し
、
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
賃
借
人
の

4

4

4

4

4

4

こ
れ
ま
で
の
住
居
が
そ
の
よ
う
な
市
区
に
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
も
っ
と
も

4

4

4

4

、4・

そ
れ
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
高
齢
の
賃
借
人
の
世
話
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
れ
ま
で
の
状
態
に
対
し
て
困
難
に
さ
れ
な
い
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

隣
接
す
る
市
区
に
存
在
す
る
代
替
住
居
も
ま
た
考
慮
に
値
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は
、
新
た

な
住
居
が
、
そ
の
賃
借
人
に
よ
っ
て
代
替
住
居
の
た
め
に
望
ま
れ
た
市
区
か
ら
そ
の
賃
借
人
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
よ
り
も
よ
り
遠
く
隔
た
っ
て
は
い

な
い
場
合
に
、
そ
う
で
あ
る
。
当
該
市
区
に
お
い
て
そ
の
賃
借
人
の
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
考
慮
に
値
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
住
居
が
困
難
に
の
み
手
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

西
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入
れ
ら
れ
う
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
延
長
期
間
の
見
積
も
り
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

場
合
に

4

4

4

よ
っ
て
は

4

4

4

4

、4・

新
た
な
延
長
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

代
替
住
居
の
設
備
に
関
し
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

高
齢
で
病
気
の
賃
借
人
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
程
度
の
要
求
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
恒
常
的
な
世
話
人
が
存
在
し
な
い
場

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

合4

、4・

歩
行
困
難
な
人
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

集
中
暖
房
を
備
え
た
住
居
だ
け
が
要
求
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
暖
房
用
燃
料
お
よ
び
燃
え
殻
の
運
搬
は
、
歩

行
困
難
な
人
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

歩
行
困
難
な
人
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
暖
房
を

4

4

4

4

4

4

4

4

備
え
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
具
体
的
な
住
居
に
お
け
る
事
情
に
そ
の
賃
借
人
が
長
年
慣
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
よ
び
、
同
じ
建
物
に
居
住
す
る
人
々
の
援
助
に
よ
っ
て
、
そ
の
点
に
お
い
て
存
在
す
る
苛
酷
さ
が
全
く
和
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
は
、
新
た
な
住
居
に
お
い
て
、
必
然
的
に
、
そ
う
で
は
な
く
、
特
に
、
進
捗
す
る
年
齢
の
状
態
で
の
苦
労
は
増
大
す
る
た
め
に
、
転
居
す

る
高
齢
の
賃
借
人
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
改
善
を
考
慮
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
住
居
は

4

4

4

4

4

、4・

歩
行
困
難
な
賃
借
人
の
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

最4

大
限

4

4

、4・

二
階
に
所
在
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
階
の
住
居
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

要
求
で
き
る
代
替
住
居
と
し
て
考
慮
に
値
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は4

、4・

そ
の
事
情
し
だ
い
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
る
い
、
乾
燥
し
た
一
階
の
住
居
は
、
は
じ
め
か
ら
、
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
代
替
住
居
は

4

4

4

4

4

、4・

無
条
件
に

4

4

4

4

、4・

バ
ル
コ
ニ
ー
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
そ
う

で
な
か
っ
た
ら
、
被
告
の
わ
ず
か
な
収
入
に
か
ん
が
み
て
、
そ
の
ほ
か
に
相
当
な
代
替
住
居
の
大
部
分
が
、
は
じ
め
か
ら
考
慮
に
値
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
新
た
な
住
居
の
最
低
限
の
広
さ
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

寝
室
と
居
間
を
分
け
て
い
た
と
こ
ろ
の
高
齢
で
ひ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

り
暮
ら
し
の
人
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
が
相
当
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ

4

4

4

と
は

4

4

、4・

障
害
の
あ
る
こ
と
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

さ
ら
に

4

4

4

、4・

世
話
人
が
よ
り
長
い
時
間
昼
も
夜
も
当
該
住
居
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
予
期
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

何
の
問
題
も
な
く
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
高
齢
と
障
害
の
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

恒
常
的
な
世
話
の
必
要

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
事
態
が
い
つ
で
も
生
じ
う
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

世
話
人
が
目
下
の
と
こ
ろ
な
お
存
在
し
な
い
こ
と
は
重
要
で
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は

4

4

4

、4・

ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
部
の
家
具
を
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
だ
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
い
た
住
居
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
よ
う
な
住
居
は
、
家
族
構
成
員
が
な
お
被
告
の
世
帯
に
生
活
し
て
い
た
と
き
に
は
相
当
で
あ
っ

た
。
現
在
、
家
具
の
一
部
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
し
ま
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
告
は
、
無
料
の
収
納
の
承
諾
の
意
思
表
示
を
し
た
。
被
告
は
、

こ
の
こ
と
を
拒
絶
し
た
と
き
、
信
義
誠
実
に
違
反
す
る
。・
・
・
・

　

賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
問
題
に
関
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
居
住
を
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

。
高
齢
の
人
々
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

個
人
的
な
人
生
形
成
に
対
す
る
請
求
権
を
も
つ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
高
齢
の
人
々
の
個
人
的
な
自
由
へ
の
願
望
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

な
ら
な
い

4

4

4

4

。
こ
れ
ま
で
の
み
ず
か
ら
の
個
人
的
な
所
帯
の
き
り
も
り
を
放
棄
す
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
高
齢
の
賃
借
人
が

4

4

4

4

4

4

4

、4・

言
及
さ
れ
た
要
求
に
対
応
し
な
い
と
こ
ろ
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
に
よ
っ
て
賃
借
人
に
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
を
拒
絶
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

場
合

4

4

、4・

賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
義
務
に
対
す
る
違
反
は
問
題
に
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
控
訴
審
裁
判
所
は
・
・
・
・
原
告
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
代
替
住

居
が
こ
れ
ら
の
要
求
を
満
た
す
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
被
告
に
は
、
こ
れ
ま

で
被
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
市
区
の
範
囲
内
で
転
居
す
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
う
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
の
世
話
に
関
し

て
、
現
在
の
状
態
に
対
す
る
悪
化
は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
被
告
の
代
替
住
居
調
達
義
務
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

被
告
の
健
康
状
態
お
よ
び
被
告
の
経
済

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

的
な
諸
関
係
に
よ
っ
て
被
告
に
定
め
ら
れ
た
限
界
の
範
囲
内
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

真
摯
に

4

4

4

、4・

か
つ

4

4

、4・

集
中
的
に

4

4

4

4

、4・

新
た
な
住
居
の
調
達
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
と
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
こ
と
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

原
告
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
申
出
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

は
じ
め
か
ら

4

4

4

4

4

、4・

信
義
誠
実
の
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
な
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・
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拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

被
告
が

4

4

4

、4・

原
告
の
以
前
の
嫌
が
ら
せ
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
所
有
物
で
あ
る
建
物
に
決
し
て
再
び
入
居
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
引
き
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
に
出
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
だ
け
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
う
で
な
け
れ
ば
相
当
な
代
替
住
居
の
拒
絶
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、

当
事
者
相
互
間
の
対
立
関
係
は
、
原
告
と
の
新
た
な
使
用
賃
貸
借
関
係
に
入
る
こ
と
が
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
重
大
で
あ
る

こ
と
は
、
明
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
賃
貸
人
と
賃
借
人
相
互
間
の
対
立
関
係
や
よ
り
小
さ
な
争
い
は
、
常
に
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
他
の
点
で
は
、
被
告
が
原
告
の
ほ
か
の
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
は
、
そ
の
対
立
関
係
を
、
決
し
て
高
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
低
下
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
は
、
現
在
の
状
態
に
対
す
る
被
告
の
諸
関
係
の
悪
化
は
、
排
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」。

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
本
件
に
お
い
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
高
齢
は
、
重
大
な
身
体
的
侵
害
と
重
な
り
合
う
。
被
告
は
、
特

に
、
被
告
の
歩
行
障
害
に
よ
っ
て
、
代
替
住
居
を
め
ぐ
る
被
告
の
努
力
に
お
い
て
、
強
く
侵
害
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
住
居
が
被
告
に

と
っ
て
被
告
の
病
気
の
た
め
に
考
慮
に
値
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
案
の
た
め
に
、
社
会
的
条
項
は
、
か
つ
て
の
文
言
に
お
い
て
も
、

新
た
な
文
言
に
お
い
て
も
、
保
護
を
与
え
る
こ
と
、
②
世
話
人
が
援
助
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
高
齢
で
障
害
の
あ
る
人
は
、
代
替
住
居
が
そ
の
人
の

増
大
し
た
必
要
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
そ
の
構
成
員
に
よ
る
世
話
と
つ
き
あ
い
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
人
は
、
当
該
住
居
が
、
交
際
を
続
け
て
い
る
血
縁
者
と
知
人
が
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
市
区
に
存
在

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
賃
借
人
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
が
そ
の
よ
う
な
市
区
に
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
妥

当
す
る
こ
と
、
③
も
っ
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
高
齢
の
賃
借
人
の
世
話
が
こ
れ
ま
で
の
状
態
に
対
し
て
困
難
に
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
隣
接

す
る
市
区
に
存
在
す
る
代
替
住
居
も
ま
た
考
慮
に
値
す
る
こ
と
、
④
当
該
市
区
に
お
い
て
そ
の
賃
借
人
の
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
考
慮
に
値
す
る
と
こ
ろ

（
504
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）

156157



の
社
会
的
住
居
が
困
難
に
の
み
手
に
入
れ
ら
れ
う
る
こ
と
は
、
延
長
期
間
の
見
積
も
り
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
延
長
に
よ
っ
て
、

顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
⑤
代
替
住
居
の
設
備
に
関
し
て
も
、
高
齢
で
病
気
の
賃
借
人
は
、
あ
る
程
度
の
要
求
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
⑥
恒
常
的
な
世
話
人
が
存
在
し
な
い
場
合
、
歩
行
困
難
な
人
の
た
め
に
、
集
中
暖
房
を
備
え
た
住
居
だ
け
が
要
求
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
、
歩
行
困
難
な
人
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
が
、
そ
の
よ
う
な
暖
房
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
こ
と
、
⑦
当
該
住
居

は
、
歩
行
困
難
な
賃
借
人
の
場
合
、
最
大
限
、
二
階
に
所
在
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
一
階
の
住
居
も
ま
た
、
要
求
で
き
る
代
替
住
居
と
し
て
考

慮
に
値
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
そ
の
事
情
し
だ
い
で
あ
る
こ
と
、
⑧
代
替
住
居
は
、
無
条
件
に
、
バ
ル
コ
ニ
ー
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
⑨
新
た
な
住
居
の
最
低
限
の
広
さ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
に
し
た
が
っ
て
、
寝
室
と
居
間
を

分
け
て
い
た
と
こ
ろ
の
高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
に
と
っ
て
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
が
相
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ

と
は
、
障
害
の
あ
る
こ
と
の
た
め
に
、
さ
ら
に
、
世
話
人
が
よ
り
長
い
時
間
昼
も
夜
も
当
該
住
居
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
予
期
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
何
の
問
題
も
な
く
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
齢
と
障
害
の
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
恒
常
的
な
世
話
の
必
要
な

事
態
が
い
つ
で
も
生
じ
う
る
場
合
に
、
世
話
人
が
目
下
の
と
こ
ろ
な
お
存
在
し
な
い
こ
と
は
重
要
で
な
い
こ
と
、
⑩
賃
借
人
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

人
と
し
て
、
全
部
の
家
具
を
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
だ
け
、
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、

⑪
賃
借
人
は
、
代
替
住
居
の
問
題
に
関
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
居
住
を
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
高
齢
の
人
々
も
ま
た
、
個
人
的
な
人
生
形
成
に
対
す
る
請
求
権
を
も
つ
。
高
齢
の
人
々
の
個
人
的
な
自
由
へ
の
願
望
は
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
み
ず
か
ら
の
個
人
的
な
所
帯
の
き
り
も
り
を
放
棄
す
る
こ
と
が
、
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
⑫
高

齢
の
賃
借
人
が
、
言
及
さ
れ
た
要
求
に
対
応
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
賃
借
人
に
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
を
拒
絶
し
た
場
合
、
賃
借
人
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の
代
替
住
居
調
達
義
務
に
対
す
る
違
反
は
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
、
⑬
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
義
務
は
、
賃
借
人
が
、
賃
借
人
の
健
康
状
態
お
よ

び
賃
借
人
の
経
済
的
な
諸
関
係
に
よ
っ
て
賃
借
人
に
定
め
ら
れ
た
限
界
の
範
囲
内
で
、
真
摯
に
、
か
つ
、
集
中
的
に
、
新
た
な
住
居
の
調
達
を
得
よ

う
と
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
申
出
を
、
は
じ
め
か
ら
、
信
義
誠
実
の
原
則
に

違
反
す
る
こ
と
な
し
に
、
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
⑭
賃
借
人
が
、
賃
貸
人
の
以
前
の
嫌
が
ら
せ
の
た
め
に
、
賃
貸
人
の
所
有
物
で
あ
る

建
物
に
決
し
て
再
び
入
居
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
だ
け
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
相
当

な
代
替
住
居
の
拒
絶
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
六
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
83
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
六
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
七
月
三
日
決
定
（
裁
判
例
【
82
】）
の
事
案
と
類

似
し
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
原
告
の

企
業
体
の
た
め
に
重
要
な
専
門
技
術
を
も
つ
労
働
者
を
そ
の
家
族
と
と
も
に
被
告
の
本
件
住
居
に
居
住
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

被
告
は
、
高
齢
、
歩
行
障
害
、
わ
ず
か
な
年
金
収
入
に
も
と
づ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た

（
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の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
区
裁
判
所
は
、
的
確
な
考
慮
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条

に
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
異
議
を
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
裁
判
例
【
82
】
の
「
決
定
理
由
」
に
し
た
が
い
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
一
九
七
〇
年
七
月
三
日
決
定
に
お
い
て
、
八
一
歳
で
障
害
の
あ
る
被
告
（
賃
借
人
）
が
、
そ
の
解
約

告
知
と
法
律
上
の
解
約
告
知
期
間
の
満
了
に
も
と
づ
い
て
、
相
当
な
代
替
住
居
を
占
有
す
る
こ
と
な
し
に
、
す
で
に
今
や
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本

件
建
物
に
所
在
す
る
被
告
の
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷

さ
を
意
味
す
る
こ
と
を
丁
寧
に
決
定
し
た
。
そ
の
場
合
に
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
法
的
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
被
告
の

障
害
・
強
度
の
歩
行
障
害
に
よ
っ
て
、
代
替
住
居
を
探
す
と
き
に
、
若
く
て
健
康
な
人
々
に
対
し
て
、
著
し
く
不
利
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
に
と
っ
て
、
被
告
の
健
康
状
態
と
わ
ず
か
な
収
入
に
も
と
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
住
居
が
代
替
住
居

と
し
て
考
慮
に
値
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
決
定
的
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。・
・
・
・
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー

エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
法
的
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
高
齢
と
疾
患
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け

る
苛
酷
さ
は
、
被
告
が
、
自
分
自
身
で
、
住
居
の
交
替
を
得
よ
う
と
努
め
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
転
居
は
、
現
在
、
被
告
が
正
当
に
代
替
住
居
に
つ

（
506
）

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
五
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
九
月
）

159



い
て
一
定
の
要
求
を
出
し
、
そ
の
よ
う
な
住
居
は
な
お
存
在
し
な
い
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
な
お
実
行
可
能
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
慮
さ

れ
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

原
告
の
法
的
見
解
に
反
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
被
告
の
請
求
は
、
被
告
が
そ
の
義

務
で
あ
る
代
替
住
居
調
達
義
務
に
違
反
し
た
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
事
情
に
し
た
が
っ
て
、
失
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
、
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
に
お
い
て
は
、
丁
寧
に
、
解
約
告
知
さ
れ
た
賃
借
人
は
、
賃
借
人
の

代
替
住
居
調
達
義
務
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
空
い
て
い
る
代
替
住
居
、
あ
る
い
は
、
空
く
よ
う
に
な
る
代
替
住
居
を
賃
借
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
む
し
ろ
、
賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
経
済
的
な
給
付
能
力
お
よ
び
正
当
化
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
た
個
人
的
な
居
住
の
必
要
を
考
慮
に
入
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
継
続
的
な
居
住
の
可
能
性
を
賃
借
人
に
提
供
す
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
だ
け
に
賃
借
人
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

努
力
を
向
け
る
必
要
が
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
、
賃
借
人
の
権
利
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、

被
告
が
、
被
告
の
高
齢
、
健
康
状
態
、
お
よ
び
、
経
済
的
な
諸
関
係
を
顧
慮
し
て
、
被
告
に
よ
っ
て
探
さ
れ
る
代
替
住
居
に
つ
い
て
次
の
特
別
な
要

求
を
出
す
こ
と
を
正
当
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

被
告
は

4

4

4

、4・

被
告
の
構
成
員
と
知
人
に
よ
る
世
話
と
つ
き
あ
い
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

探
さ
れ
る
代
替
住
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ

4

4

ら
の
血
縁
者
と
知
人
が
彼
ら
の
住
居
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
Ｍ
の
一
部
に
存
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

解
約
告
知
さ

4

4

4

4

4

れ
た
賃
借
人
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
被
告
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
当
該
都
市
の
領
域
に
存
在
し
な
い
場
合
に
も
妥
当
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
も
っ
と

4

4

4

も4

、4・

被
告
は

4

4

4

、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
被
告
の
世
話
が
こ
れ
ま
で
の
状
態
に
対
し
て
困

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

難
に
さ
れ
な
い
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

隣
接
す
る
都
市
の
領
域
に
転
居
す
る
よ
う
に
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
点
で
は
、
Ｍ
の
領
域
お
よ
び
そ
の
周
辺

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）
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の
地
域
に
お
い
て
、
Ｍ
市
当
局
の
情
報
に
し
た
が
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
考
慮
に
値
す
る
社
会
的
住
居
は
困
難
に
だ
け
獲
得
さ
れ
う
る
こ
と
は
、
被
告
の

正
当
化
さ
れ
た
請
求
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

歩
行
困
難
な
被
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
が
集
中
暖
房
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
の
現
在
の
住
居
に
お
い
て
集

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

中
暖
房
が
存
在
し
な
い
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
の
現
在
の
住
居
は
浴
室
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

は4

、4・

被
告
の
高
齢
お
よ
び
障
害
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
状
態
を
代
替
住
居
の
た
め
に
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
代
替
住
居
が
固
有
の
ト
イ
レ
を
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

歩
行
困
難
な
被
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
が
せ
い
ぜ
い
二
階
に
所
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
が
一
階
の
住
居
を
も
賃
借
す
る
よ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

個
々
の
事
案
の
事
情
に
依
存
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

被
告
は
こ
れ
ま
で
の
生
活
上
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
常
に
分
離
さ
れ
た
居
間
と
寝
室
を
備
え
た
住
居
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

は4

、4・

代
替
住
居
も
ま
た
二
つ
の
部
屋
を
有
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
に
お
い
て
は
、
台

所
の
存
在
に
関
し
て
何
も
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
は

4

4

4

、4・

少
な
く
と
も

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
諸
々
の
部
屋
の
ひ
と
つ
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

炊4

事
用
壁
龕
ま
た
は
完
全
に
等
価
の
炊
事
場
へ
の
接
続
が
存
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

代
替
住
居
に
お

4

4

4

4

4

4

い
て
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
世
話
人
の
受
入
れ
な
し
に
や
っ
て
ゆ
く
限
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

被
告
の
権
限
に
属
す
る
二
つ
の
部
屋
の
広
さ
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

存
在
す
る
家
具
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
別
な
要
求
を
出
し
て
は
な
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
い

4

4

。
と
い
う
の
は
、
被
告
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
被
告
が
よ
り
狭
い
代
替
住
居
に
お
け
る
相
当
な
居
住
利
用
の
た
め
に
も
は
や
常
に
必
要
と
し
な

い
と
こ
ろ
の
家
具
を
、
別
に
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
あ
る
い
は
、
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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被
告
が
今
後
被
告
の
高
齢
お
よ
び
障
害
に
も
と
づ
い
て
世
話
人
に
よ
る
終
日
の
世
話
あ
る
い
は
圧
倒
的
な
世
話
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

代
替
住
居
に
お
い
て
そ
の
世
話
人
の
居
住
の
た
め
に
第
三
の
部
屋
が
存
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、
カ
ー

ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
健
康
状
態
の
た
め
に
い
つ
で
も
世
話
人
を
受
け
入
れ
る
必
要
性
が
考
慮
に
入
れ
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
で
言
え
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
世
話
人
が
す
で
に
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
重
要
で
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
の
孫
が
そ
の
間

に
そ
の
母
親
の
も
と
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
あ
と
で
、
こ
れ
ま
で
、
本
件
訴
訟
の
過
程
に
お
い
て
、
現
在
被
告
の
住
居
に
お
い
て
そ
の
ほ
か
の
世
話
人

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
被
告
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
健
康
状
態
が
悪
化
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
か
っ
た
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

も
っ
と
も

4

4

4

4

、4・

存
在
す
る
病
気
を
顧
慮
し
て
右
に
論
究
さ
れ
た
要
求
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
二
つ
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
だ
け
を
代
用
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

被
告
は

4

4

4

、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
極
度
に
わ
ず
か
な
収
入

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
財
産
の
な
い
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ

4

4

び4

、4・

代
替
住
居
に
つ
い
て
の
被
告
の
正
当
な
要
求
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

社
会
的
住
居
の
委
譲
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

原
告
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ら
の
要
求
に
対
応
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

も
っ
と
も
な
こ
と
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ4

れ
ら
の
代
替
住
居
へ
の
転
居
を
拒
絶
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告
が
、
原
告
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
へ
の
転
居
を
、
被
告
が

今
後
も
は
や
原
告
の
建
物
に
居
住
し
た
く
な
い
と
い
う
理
由
に
お
い
て
も
拒
絶
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
被

告
は
、
そ
の
た
め
に
、
十
分
な
主
観
的
な
理
由
を
も
っ
て
い
る
と
信
じ
た
。
そ
の
た
め
に
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
が
、
原

告
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
を
、
そ
の
よ
う
な
主
観
的
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
と
原
告
の
相
互
間
の
対
立
関
係
が
原
告
の
ほ
か
の
住

居
を
賃
借
す
る
こ
と
が
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
重
大
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
の
み
、
拒
絶
す
る

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）

162163



権
限
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
と
い
う
の
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
相
互
間
に
は
、
よ
り
さ
さ
い
な
い
さ
か
い
、
お
よ
び
、
意
見
の
相
違
が
完
全
に

排
除
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
被
告
は

4

4

4

、4・

繰
り
返
し

4

4

4

4

、4・

強
く

4

4

、4・

Ｍ
市
当
局
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

適
当
な
代
替
住
居
を
得

4

4

4

4

4

4

4

4

4

よ
う
と
努
め
た
が

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
努
力
は

4

4

4

4

4

、4・

Ｍ
市
の
領
域
に
お
け
る
社
会
的
住
居
に
つ
い
て
の
不
十
分
な
提
供
の
た
め
に
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
証
明

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た

4

4

。
住
宅
仲
介
業
者
の
介
入

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

日
刊
新
聞
の
探
索
広
告
の
依
頼
に
よ
る
さ
ら
に
進
ん
だ
努
力
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
そ
四
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
寡

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

婦
年
金
と
社
会
補
助
金
の
点
で
の
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
被
告
の
収
入
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
関
し
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に
、
右

に
述
べ
ら
れ
た
種
類
の
相
当
な
代
替
住
居
を
負
担
で
き
る
諸
条
件
で
自
分
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
見
つ
け
出
す
こ
と
は
、
当
地
の
領
域
に
お
け
る
自

由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
経
験
上
排
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
種
類
の
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

相
当
な
代

4

4

4

4

替
住
居
が

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
地
方
自
治
体
の
責
任
で
あ
る
公
的
な
住
居
の
供
給
の
枠
組
み
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

賃
貸

4

4

人
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
た
め
に
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

命
じ
ら
れ
た
本
件
使
用
賃
貸

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

借
関
係
の
延
長
の
間
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

Ｍ
市
当
局
を
通
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
代
替
住
居
を
獲
得
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
が
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

原
告
の
見
解
に
反
し
て
、
被
告
は

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
好
ま
し
か
ら
ぬ
住
居
の
状
況
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
意
思
に
反
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は

4

4

4

4

4

4

4

4

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
受
入
れ
を
願
い
出
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
高
齢

で
障
害
の
あ
る
同
胞
も
ま
た
、
個
人
的
な
人
生
形
成
に
対
す
る
請
求
権
を
も
つ
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
個
人
的
な
自
由
へ
の
彼
ら
の
願
望
は
、

彼
ら
の
住
居
に
つ
い
て
の
居
住
に
関
し
て
も
、
地
域
的
な
住
居
の
供
給
が
一
時
的
に
彼
ら
の
正
当
な
請
求
の
実
現
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
き
で
さ

え
も
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
述
べ
た
。
被
告
は

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
常
に

4

4

4

4

4

4

、4・

自
分
自
身
の
所
帯
を
個
人
的
に
き
り
も
り
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の

4

4

た
め
に

4

4

4

、4・

今
後
も

4

4

4

、4・

通
常
の
高
齢
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
制
限
を
と
も
な
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
自
分
自
身
の
住
居
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
五
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
九
月
）

163



そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

ほ
か
の
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
結
果
と
し
て
す
で
に
今
や
原
告
の
明
渡
し
の
要
求
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
こ
の
個
人
的
な
自

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

由
を
放
棄
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
控
訴
審
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
高
齢
で
病
気
の
賃
借

4

4

4

4

4

4

4

4

人
を
彼
の
意
思
に
反
し
て
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

次
の
場
合
に
の
み
考
慮
に
値
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

ラ
ン
ト
の
収
容
法

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

連
邦
社

4

4

4

会
福
祉
法
が

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が
放
置
さ
れ
て
悪
く
な
っ
た
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
病
気
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

公
的
な
利

4

4

4

4

益
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
強
制
収
容
を
正
当
化
し
命
じ
る
場
合
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
賃
借
人
は
、
賃
借
人
の
経
済
的
な
給
付
能
力
お
よ
び
正
当
化
さ
れ
た
個
人
的
な
居
住
の
必
要
を
考
慮
に
入
れ

て
、
相
当
な
継
続
的
な
居
住
の
可
能
性
を
賃
借
人
に
提
供
す
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
だ
け
に
賃
借
人
の
努
力
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
②
被
告

（
賃
借
人
）
は
、
被
告
の
構
成
員
と
知
人
に
よ
る
世
話
と
つ
き
あ
い
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
、
探
さ
れ
る
代
替
住
居
が
、

こ
れ
ら
の
血
縁
者
と
知
人
が
彼
ら
の
住
居
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
Ｍ
の
一
部
に
存
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
解
約
告

知
さ
れ
た
賃
借
人
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
が
、
当
該
都
市
の
領
域
に
存
在
し
な
い
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
被
告
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

被
告
の
世
話
が
こ
れ
ま
で
の
状
態
に
対
し
て
困
難
に
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
隣
接
す
る
都
市
の
領
域
に
転
居
す
る
よ
う
に
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
③
歩
行
困
難
な
被
告
は
、
代
替
住
居
が
集
中
暖
房
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
の
現
在
の
住
居
に
お

い
て
集
中
暖
房
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
。
被
告
の
現
在
の
住
居
は
浴
室
を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

被
告
は
、
被
告
の
高
齢
お
よ
び
障
害
を
顧
慮
し
て
、
当
該
状
態
を
代
替
住
居
の
た
め
に
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
替
住
居
が
固
有
の
ト
イ
レ

を
も
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
こ
と
、
④
歩
行
困
難
な
被
告
は
、
代
替
住
居
が
せ
い
ぜ
い
二
階
に
所
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
被
告
が
一
階
の
住
居
を
も
賃
借
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
個
々
の
事
案
の
事
情
に
依
存
す
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る
こ
と
、
⑤
被
告
は
こ
れ
ま
で
の
生
活
上
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
常
に
分
離
さ
れ
た
居
間
と
寝
室
を
備
え
た
住
居
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

被
告
は
、
代
替
住
居
も
ま
た
二
つ
の
部
屋
を
有
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
被
告
は
、
少
な
く
と
も
、
代
替
住
居
の
諸
々
の
部

屋
の
ひ
と
つ
に
お
い
て
、
炊
事
用
壁
龕
ま
た
は
完
全
に
等
価
の
炊
事
場
へ
の
接
続
が
存
在
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⑥
そ
れ
に

対
し
て
、
被
告
は
、
代
替
住
居
に
お
い
て
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
世
話
人
の
受
入
れ
な
し
に
や
っ
て
ゆ
く
限
り
、
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た

住
居
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
に
、
被
告
は
、
被
告
の
権
限
に
属
す
る
二
つ
の
部
屋
の
広
さ
に
つ
い
て
、
存
在
す
る
家
具
を
顧
慮

し
て
、
特
別
な
要
求
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
⑦
被
告
が
今
後
被
告
の
高
齢
お
よ
び
障
害
に
も
と
づ
い
て
世
話
人
に
よ
る
終
日
の
世
話
あ
る
い

は
圧
倒
的
な
世
話
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
ば
、
被
告
は
、
代
替
住
居
に
お
い
て
そ
の
世
話
人
の
居
住
の
た
め
に
第
三
の
部
屋
が
存
在
す
る
こ
と

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
に
、
被
告
の
健
康
状
態
の
た
め
に
い
つ
で
も
世
話
人
を
受
け
入
れ
る
必
要
性
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
限
り
で
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
世
話
人
が
す
で
に
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
重
要
で
な
い
。
被
告
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
被
告
は
、
も
っ
と
も
、
存
在
す
る
病
気
を
顧
慮
し
て
右
に
論
究
さ
れ
た
要
求
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
二
つ
の
部

屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
だ
け
を
代
用
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⑧
被
告
は
、
被
告
の
極
度
に
わ
ず
か
な
収
入
、
被
告
の
財
産

の
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
代
替
住
居
に
つ
い
て
の
被
告
の
正
当
な
要
求
を
顧
慮
し
て
、
社
会
的
住
居
の
委
譲
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⑨

原
告
（
賃
貸
人
）
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
提
供
さ
れ
た
代
替
住
居
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
に
対
応
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
被
告
は
、
も
っ
と
も
な
こ

と
に
、
こ
れ
ら
の
代
替
住
居
へ
の
転
居
を
拒
絶
し
た
こ
と
、
⑩
被
告
は
、
繰
り
返
し
、
強
く
、
Ｍ
市
当
局
に
お
い
て
、
適
当
な
代
替
住
居
を
得
よ
う

と
努
め
た
が
、
こ
の
努
力
は
、
Ｍ
市
の
領
域
に
お
け
る
社
会
的
住
居
に
つ
い
て
の
不
十
分
な
提
供
の
た
め
に
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

住
宅
仲
介
業
者
の
介
入
、
お
よ
び
、
日
刊
新
聞
の
探
索
広
告
の
依
頼
に
よ
る
さ
ら
に
進
ん
だ
努
力
は
、
お
よ
そ
四
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
寡
婦
年
金
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と
社
会
補
助
金
の
点
で
の
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
被
告
の
収
入
に
か
ん
が
み
て
、
被
告
に
関
し
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
の
種
類
の
事

案
に
お
い
て
、
賃
借
人
は
、
相
当
な
代
替
住
居
が
、
賃
借
人
の
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
方
自
治
体
の
責
任
で
あ
る
公
的
な
住
居
の
供
給
の

枠
組
み
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
の
た
め
に
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
被
告
は
、

命
じ
ら
れ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
の
間
に
、
特
に
、
Ｍ
市
当
局
を
通
し
て
、
相
当
な
代
替
住
居
を
獲
得
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
が
け
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
⑪
被
告
は
、
こ
の
よ
う
な
好
ま
し
か
ら
ぬ
住
居
の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
被
告
の
意
思
に
反
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
社

会
福
祉
施
設
に
お
け
る
受
入
れ
を
願
い
出
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
被
告
は
、
こ
れ
ま
で
常
に
、
自
分
自
身
の
所
帯
を
個
人
的
に

き
り
も
り
し
、
そ
の
た
め
に
、
今
後
も
、
通
常
の
高
齢
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
制
限
を
と
も
な
っ
て
、
相
当
な
自
分
自
身
の
住
居
に
お
い
て
、
そ
の
よ

う
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
ほ
か
の
代
替
住
居
が
欠
け
て
い
る
結
果
と
し
て
す
で
に
今
や
原
告
の
明
渡
し
の
要
求
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
た
め

に
こ
の
個
人
的
な
自
由
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
⑫
高
齢
で
病
気
の
賃
借
人
を
彼
の
意
思
に
反
し

て
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
は
、
次
の
場
合
に
の
み
考
慮
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ト
の
収
容
法
、
あ
る
い
は
、
連
邦
社
会
福
祉
法
が
、
賃
借
人

が
放
置
さ
れ
て
悪
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
の
病
気
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
に
、
公
的
な
利
益
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
強
制
収
容
を
正
当
化
し
命
じ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
二
年
一
月
二
八
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
84
】
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
二
年
一
月
二
八
日
決
定（
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［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

異
議
申
立
人
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
八
六
年
以
来
、
そ
の
間
に
、
彼
女
の
三
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、
二
つ
の
部
屋
、
廊
下
、
ト
イ
レ
を
備
え
た

浴
室
、
お
よ
び
、
地
下
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
上
階
の
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
の
は
じ
め
に
、

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
彼
女
の
娘
と
そ
の
将
来
の
家
族
の
た
め
に
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、
異
議
申
立
人
と
の
本
件
使
用

賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

異
議
申
立
人
は
、
特
に
、
一
階
に
お
い
て
同
じ
く
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
当
該
住
居
は
、
代
替
住

居
と
し
て
、
異
議
申
立
人
に
自
由
に
使
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
異
議
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
修
復
の
必

要
性
の
た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
は
、
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
は
、
ひ
と
り
の
成
人
お
よ
び
三
人
の

小
さ
な
子
供
ら
を
も
っ
て
定
員
超
過
で
あ
り
、
特
に
、
異
議
申
立
人
は
そ
の
恋
人
を
も
当
該
住
居
に
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
、
と
主
張
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
異
議
申
立
人
の
本
件
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
異
議
申
立
人
は
、
憲
法
訴
願
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
［
決
定
理
由
］

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
憲
法
訴
願
は
、
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
も

と
づ
く
異
議
申
立
人
の
基
本
権
を
侵
害
し
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
は
じ
め
に
、「
・
・
・
・
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
す
で
に
、
原
告
の
自
己
必

要
を
正
当
と
認
め
、
こ
の
理
由
か
ら
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に
違
反
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
509
）

（
510
）
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地
方
裁
判
所
が
、
原
告
の
娘
と
そ
の
家
族
の
不
十
分
な
居
住
を
顧
慮
し
て
、
原
告
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
を
、
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
異
議
申
立
人
の
利
益
よ
り
も
、
よ
り
高
く
評
価
し
た
場
合
、
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
的
に
誤
っ
た
重
要
さ
の
程
度

の
判
定
を
認
識
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
・
・
・
・
異
議
申
立
人
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
も
と
づ
く
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に
お
い
て
侵
害
さ
れ
た
。

と
い
う
の
は
、
地
方
裁
判
所
は
、
当
該
基
本
権
の
射
程
範
囲
を
見
誤
っ
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
地
方
裁
判
所
は
、
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
の
事
案
に
お
い
て
、
比
較
で
き
る
（
代
替
）
住
居
が
賃
貸
人
の
自
由
に
な
る
場
合
、
そ

の
比
較
で
き
る
（
代
替
）
住
居
を
入
居
の
た
め
に
賃
借
人
に
提
供
す
る
と
い
う
義
務
が
賃
貸
人
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
考
え
た
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
異
議
申
立
人
と
原
告
と
の
間
の
契
約
上
の
関
係
の
解
釈
の
結
果
と
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
法
的
な
基
礎
的
問
題
と
し
て
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
審
理
を
受
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
、
異
議
申
立
人
に
有
利
な
も
の
と
し
て
、
疑
わ
れ
も

し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
当
該
一
階
の
住
居
を
顧
慮
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
当
該
住
居
が
客
観
化
さ
れ
た
要
求
可
能
性
の
考
慮
に
し
た
が
っ
て
、

三
人
の
小
さ
な
子
供
ら
を
と
も
な
う
母
親
に
と
っ
て
適
当
で
な
い
と
い
う
理
由
づ
け
だ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
提
供
義
務
を
否
認
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
地
方
裁
判
所
は
、
警
察
法
ま
た
は
建
築
法
の
最
低
限
度
の
要
求
を
考
慮
に
入
れ
た
の
で
も
な
く
、
当
該
住
居
は
（
特
に
そ
の
伴
侶
の
た
め
に
）

定
員
超
過
で
あ
る
と
い
う
原
告
の
申
立
て
を
考
慮
に
入
れ
た
の
で
も
な
か
っ
た
。・
・
・
・
地
方
裁
判
所
は
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居
住
の
た
め
に
ど
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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だ
け
の
場
所
を
必
要
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
抽
象
的
な
考
え
に
方
向
づ
け
ら
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

憲
法
上
許
容
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
地
方
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

4

、
そ
れ
と
と
も
に
、
異
議
申
立
人
が
ど
の
よ
う
に
彼
女
の
人
生
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

形
成
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
自
己
責
任
に
よ
る
決
定
を
異
議
申
立
人
に
否
認
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
一
部
の
住
民
の
み
が
、
も
っ

ぱ
ら
、
彼
の
主
観
的
な
空
間
の
必
要
お
よ
び
客
観
的
な
好
ま
し
さ
に
し
た
が
っ
て
だ
け
で
、
彼
の
居
住
関
係
を
し
つ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
、

居
住
に
つ
い
て
の
願
望
は
、
経
済
的
な
関
係
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。
経
済
的
な
配
慮
を
す
る
必
要
は
な
い
と
こ
ろ
の
賃
借
人
さ
え
も
、
常
に
一
般

的
な
考
え
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
必
要
を
方
向
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
部
分
的
に
、
ほ
か
の
人
々
に
は
要
求
で
き
な
い
ほ
ど
狭
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
部
屋
で
満
足
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
が
、
居
住
に
関
す
る
賃
借
人
の
考
え
に
十
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
居
住

4

4

4

4

の
必
要
を
自
分
自
身
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
定
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

つ
ま
り

4

4

4

、4・

制
限
も
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

人
格
の
自
由
な
展
開
に
対
す
る
住
居
を
探
す
人
の
権
利
に
属

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る

4

4

の
で
あ
る
。
裁
判
所
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
自
己
必
要
に
関
す
る
賃
貸
人
の
決
定
と
同
じ
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
決
定
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ

る
。・
・
・
・

　

も
っ
と
も

4

4

4

4

、4・

裁
判
所
は

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
に
も
は
や
要
求
で
き
な
い
定
員
超
過
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
審
理
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

認
め
ら
れ
た
居
住
の
可

4

4

4

4

4

4

4

4

4

能
性
を
建
築
法
ま
た
は
警
察
法
の
規
定
に
よ
っ
て
は
か
る
こ
と
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
は
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
人
格
の
自
由
な
展
開
に
対
す
る

権
利
は
、
基
本
法
二
条
一
項
の
留
保
の
も
と
で
の
み
保
障
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
地
方
裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
提
供
義
務
の
評
価
の
と
き
に
、
も
っ

ぱ
ら
、
異
議
申
立
人
（
賃
借
人
）
が
三
人
の
子
供
ら
を
と
も
な
っ
て
家
族
に
適
合
し
た
居
住
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
場
所
を
必
要
と
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
関
す
る
抽
象
的
な
考
え
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
上
許
容
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
②
地
方
裁
判
所
は
、
異
議
申
立
人
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が
ど
の
よ
う
に
彼
女
の
人
生
を
形
成
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
自
己
責
任
に
よ
る
決
定
を
異
議
申
立
人
に
否
認
し
た
。
そ
の
居

住
の
必
要
を
自
分
自
身
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
定
め
、
つ
ま
り
、
制
限
も
す
る
こ
と
は
、
人
格
の
自
由
な
展
開
に
対
す
る
住
居
を
探
す
人
の
権
利
に

属
す
る
。
裁
判
所
は
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
に
関
す
る
賃
貸
人
の
決
定
と
同
じ
よ
う
に
、
賃
借
人
の
決
定
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③

も
っ
と
も
、
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
に
も
は
や
要
求
で
き
な
い
定
員
超
過
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
審
理
し
、
認
め
ら
れ
た
居
住
の
可
能

性
を
建
築
法
ま
た
は
警
察
法
の
規
定
に
よ
っ
て
は
か
る
こ
と
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
一
一
月
二
六
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
85
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
一
一
月
二
六
日
決
定

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

本
決
定
は
、
賃
借
人
に
対
す
る
明
渡
期
間
の
承
認
と
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
（
探
索
）
義
務
と
の
関
係
に
か
か
わ
る
裁
判
例
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
の
認
諾
判
決
に
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
（
賃
借
人
）
は
、
本
件
住
居
を
明
け
渡
し
、
債
権
者
（
賃
貸
人
）
に
返
還
す
る
よ
う
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
当
該
判
決
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
債
務
者
に
明
渡
期
間
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
は
、
形
式
と
期
間
に
適
合
し
て
即
時
抗
告
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
［
決
定
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
債
務
者
（
賃
借
人
）
の
即
時
抗
告
を
認
め
た
。

（
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そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
に
対
す
る
明
渡
期
間
の
承
認
と
賃
借
人
の
代
替
住
居
調
達
（
探
索
）
義
務
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
明
渡
期
間
を
認
め
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

利
益
の
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

・
・
・
・
債
務
者
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
債
務
者
は

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

強
制
明
渡
し
の
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

浮4

浪
者
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
債
務
者
に
特
に
苛
酷
な
打
撃
を
与
え
る
。
と
い
う

の
は
、
債
務
者
は

4

4

4

4

、4・

三
歳
の
子
供
と
四
ヶ
月
の
乳
児
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。

　

債
権
者
の
利
益
と
債
務
者
の
利
益
と
の
間
の
比
較
衡
量
は
、
債
務
者
の
利
益
が
優
先
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
人
の
幼
児
を
も
つ
母
親
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

浮
浪
者
収
容
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
く
重
大
な
債
権
者
の
利
益
が
あ
る
と
き
に
だ
け
考
慮
に
値
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

区
裁
判
所
は
、
債
務
者
が
代
替
住
居
の
調
達
の
た
め
の
債
務
者
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
、
と
述
べ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
事
実
に
合
致
し
た
。
明
渡
期
間
は

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
般
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
も
正
し
か
っ
た
。

た
だ
し

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

社
会
扶
助
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
外
国
人
の
賃
借
人
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ひ
と
り
の
幼
児
と
ひ
と
り
の
乳
児
を
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
な
っ
て

4

4

4

4

、4・

住
居
市
場
の
現
在
の
諸
関
係
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

他
人
の
援
助
な
し
に
ほ
と
ん
ど
住
居
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
理
由
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
の
探
索
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
者
が
住
居
局

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
連
絡
を
と
る
場
合
に
十
分
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
債
務
者
は
、
こ
の
こ
と
を
行
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
明
渡
期
間
を
認
め
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
こ
と
、
②
債
務
者
（
賃
借
人
）
は
、
三
歳
の
子
供
と
四
ヶ
月
の
乳
児
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
代
替
住
居
を
も
っ
て
い
な
か
っ

た
し
、
強
制
明
渡
し
の
場
合
に
は
、
浮
浪
者
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
人
の
幼
児
を
も
つ
母
親
を
浮
浪
者
収
容
施
設
に

収
容
す
る
こ
と
は
、
全
く
重
大
な
債
権
者
（
賃
貸
人
）
の
利
益
が
あ
る
と
き
に
だ
け
考
慮
に
値
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
③
明
渡
期
間
は
、
債
務
者
が
代
替
住
居
の
調
達
の
た
め
の
債
務
者
の
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
一
般
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
④
た
だ
し
、
本
件
に
お
い
て
、
社
会
扶
助
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
外
国
人
の
賃
借
人
が
、

ひ
と
り
の
幼
児
と
ひ
と
り
の
乳
児
を
と
も
な
っ
て
、
住
居
市
場
の
現
在
の
諸
関
係
に
お
い
て
、
他
人
の
援
助
な
し
に
ほ
と
ん
ど
住
居
を
手
に
入
れ
る

こ
と
は
な
い
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
代
替
住
居
の
探
索
を
義
務
づ
け

ら
れ
た
者
が
住
居
局
と
連
絡
を
と
る
場
合
に
十
分
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　

次
に
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
、
お
よ
び
、
ⓑ
そ
の
他
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
、
と
い
う
二
つ
の
類
型
に
分

け
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案

　

一　

ま
ず
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る
以
前
の

裁
判
例
に
お
い
て
、
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
３
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
六
四
年
一
〇
月
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
86
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
六
四
年
一
〇
月
七
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
六
四
年
六
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
終
了
後
一
年
ま
で
、
す
な
わ
ち
、
一
九
六
五
年
六
月
三
〇
日
ま
で
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
は
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
、
Ｗ
市
に
存
在
す
る
あ
る
土
地
の

所
有
権
を
取
得
し
、
こ
の
土
地
上
に
建
物
を
建
築
す
る
た
め
の
計
画
が
す
で
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「（
被
告
に
よ
っ
て
）
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
一
九
六
五
年
六
月
三
〇
日
ま
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
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継
続
の
た
め
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
要
件
は
、
原
告
の
見
解
に
反
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
一
九
六
四
年
七
月
一
四
日
付
の
Ｗ
市
の
登
記
所
お
よ
び
計
画
策
定
局
の
公
の
情
報
に
し
た
が
っ
て
、
次
の
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
は
、
な
お
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
、
Ｗ
市
に
存
在
す
る
あ
る
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
、
こ
の
土
地
上

に
建
物
を
建
築
す
る
た
め
の
計
画
が
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
土
地
は
、
Ｗ
市
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
か
な
り
大
規
模

な
住
宅
地
プ
ラ
ン
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
す
で
に
、
第
一
の
建
築
区
域
に
お
い
て
、
ほ
か
の
住
宅
地
の
建
物
と
一
緒
に
建
物
が
建
築
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
言
及
さ
れ
た
公
の
情
報
に
し
た
が
っ
て
、
建
築
の
開
始
は
、
一
九
六
四
年
の
八
月
と
九
月
の
間
に
確
定
さ
れ
て
い
た
し
、

被
告
の
当
該
建
物
へ
の
入
居
が
終
わ
る
の
は
、
遅
く
と
も
、
建
築
の
開
始
後
一
年
の
経
過
後
に
予
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
公
の
情
報
の
正
し
さ
に
つ

い
て
具
体
的
な
疑
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
特
に
、
Ｗ
市
は
、
Ｗ
市
に
お
け
る
強
度
の
住
居
の
必
要
を
こ
の
よ
う
に
し
て
迅
速
に
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
、
当
該
建
築
計
画
を
支
援
し
、
こ
の
期
日
を
遵
守
す
る
こ
と
に
さ
え
も
関
心
を
い
だ
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
前
提
の
も
と
で
、

一
九
六
四
年
六
月
三
〇
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
六
四
年
六
月
三
〇
日
付
の

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
結
果
と
し
て
、
被
告
と
そ
の
家
族
の
生
活
関
係
へ
の
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
介
入
を
と
も
な
う
か
ら

で
あ
る
。・
・
・
・
被
告
は
す
で
に
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
建
築
用
に
整
備
さ
れ
た
土
地
を
取
得
し
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の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
被
告
が
、
個
人
的
お
よ
び
経
済
的
に
、
被
告
の
全
部
の
努
力
を
可
能
な
限
り
迅
速
に
被
告
の
建
物
を
完
成
す
る
こ
と
に
向
け
る
こ
と
に
つ
い

（
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て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
の
努
力
は
、
結
果
と
し
て
特
別
な
苛
酷
さ
を
と
も
な
う
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
代
替
住
居
を
求
め
る
努
力
は
、
次
の
理

由
に
お
い
て
も
、
被
告
に
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｗ
市
に
お
け
る
住
居
市
場
の
状
況
は
、
依
然
と
し
て
、
被
告
が
、
被
告
の
経
済
的
な

諸
関
係
、
お
よ
び
、
被
告
の
建
築
計
画
に
関
す
る
被
告
の
義
務
を
考
慮
に
入
れ
て
、
被
告
の
建
物
の
完
成
ま
で
の
短
い
中
間
の
時
間
の
た
め
に
、
負

担
で
き
る
条
件
の
十
分
な
住
居
を
見
出
さ
な
い
ほ
ど
緊
張
し
て
い
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
当
部
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条

の
意
味
に
お
い
て
、
社
会
的
な
考
慮
と
正
当
さ
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
原
告
の
本
件
解
約
告
知
の
結
果
と
し
て

一
九
六
四
年
六
月
三
〇
日
付
で
終
了
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
を
正
当
化
で
き
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
被
告
（
賃
借
人
）
は
す
で
に
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
建
築
用
に
整
備
さ
れ
た
土
地
を
取
得
し
、
そ
の

建
築
の
開
始
、
な
ら
び
に
、
被
告
の
当
該
建
物
へ
の
入
居
が
終
わ
る
こ
と
は
、
十
分
な
確
実
性
を
も
っ
て
見
通
し
う
る
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
六
五

年
六
月
三
〇
日
ま
で
の
中
間
の
時
間
の
た
め
に
、
二
重
の
転
居
、
お
よ
び
、
そ
の
ほ
か
の
代
替
住
居
を
求
め
る
努
力
が
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ボ
ー
フ
ム
区
裁
判
所
一
九
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
87
】
ボ
ー
フ
ム
区
裁
判
所
一
九
六
四
年
一
二
月
一
〇
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
五
九
年
一
一
月
か
ら
、
月
あ
た
り
一
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
で
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
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本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
は
、
一
九
六
四
年
四
月
三
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
六
四
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
と
の
本
件
使
用

賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
は
、
一
九
六
四
年
七
月
二
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
一
年
の
間
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
被
告
の
本
件
住
居
に
差
し
迫
っ
て
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告

は
ボ
ー
フ
ム
へ
移
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。
原
告
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
原
告
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
を
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
地
下
鉄

の
建
設
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
騒
音
の
た
め
に
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
本
件
解
約
告
知
は
被
告
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
、
と
主
張
し
た
。
被
告
は
、
そ
の
建
築

が
や
っ
と
今
年
は
じ
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
自
宅
の
志
望
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
資
金
調
達
は
完
了
し
、
す
べ
て
の
官
庁
の
許
可
は
す
で
に
与
え
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
建
物
は
、
一
九
六
五
年
の
夏
に
入
居
が
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
二
度
の
転
居
は
、
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

加
え
て
、
そ
れ
ほ
ど
短
い
期
間
の
間
ほ
か
の
住
居
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
、
原
告
は
、
五
年
よ
り
も
少
な
い
間
存
続
し
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
期
間
に
適
合
し
て
、
一
九
六
四
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
解
約

告
知
し
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
形
式
と
期
間
に
適
合
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
異
議
を
述
べ
、
一
年
の
間
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。

　

こ
の
異
議
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
六
四
年
九
月
三
〇
日
付
で
の
本
件
使
用
賃
貸
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借
関
係
の
終
了
は
、
そ
の
苛
酷
さ
が
原
告
の
利
益
を
完
全
に
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
被
告
の
生
活
関
係
へ
の
介
入

を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
は

4

4

4

、4・

反
論
さ
れ
る
こ
と
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が
自
宅
の
志
望
者
と
し
て
ボ
ー
フ
ム
・
ハ
ル
ペ
ン
の
建
築
計
画
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
参
加
し
て
い
た
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

申
し
立
て

4

4

4

4

、4・

一
九
六
四
年
六
月
二
二
日
付
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
証
明
書
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
を
立
証
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
建
物
は

4

4

4

4

4

、4・

一
九
六
五
年
の
夏
に
入
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

終
わ
る
で
あ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
事
情
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
即
時
の
明
渡
義
務
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
利
益
を
完
全
に
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
な
い
と
こ
ろ
の
大
き
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に
、
原
告
は
、
同
じ
く
、
反
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
原
告
が
現
在
彼
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
住
居
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
申
し
立
て
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
は
、
彼
の
高
齢
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

の
地
下
鉄
の
建
設
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
騒
音
を
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
事
情
だ
け
で
、
被
告
の
異
議
を

理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
の
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
原
告
の
現
在
の
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
原
告
に

と
っ
て
同
じ
く
あ
る
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
原
告
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
被
告
の
本
件
住
居
の
明
渡

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
は

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
に
よ
り
大
き
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は

4

4

4

4

4

、4・

一
年
以
内
に
二
度
転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
が
、
一
般
に
、
そ
の
よ
う
な
短
い
期
間
の
間
ほ
か
の
住
居
を
賃
借
す
る
状

況
に
は
な
い
こ
と
は
、
裁
判
所
に
周
知
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
情
の
た
め
に
、
被
告
の
異
議
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
し
、
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
被
告
の
請
求
は
正
当
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
被
告
の
建
物
は
一
九
六
五
年
の
夏
に
入
居
が
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
当
裁
判
所
は
、
一
九
六
五
年
九
月
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三
〇
日
ま
で
の
期
間
を
定
め
た
の
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
反
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
被
告
が
自
宅
の
志
望
者
と
し
て
ボ
ー
フ
ム
・
ハ
ル
ペ
ン
の
建

築
計
画
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
申
し
立
て
、
一
九
六
四
年
六
月
二
二
日
付
の
証
明
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
立
証
し
た
。
こ
の
建
物
は
、

一
九
六
五
年
の
夏
に
入
居
が
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
情
の
た
め
に
、
被
告
の
即
時
の
明
渡
義
務
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利

益
を
完
全
に
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
大
き
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
こ
と
、
②
被
告
の
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、
被
告
に

と
っ
て
、
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
に
よ
り
大
き
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
。
と
い
う
の
は
、
一
年
以
内
に
二
度
転
居
す
る
こ
と
は
、
被
告
に
要
求
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
六
五
年
二
月
二
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
88
】
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
六
五
年
二
月
二
日
決
定

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
一
日
に
被
告
（
賃
借
人
）
と
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
台
所
を
備
え
た
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
本
件
住
居
に
関
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
一
九
六
三
年
一
二
月
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
六
四
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
解
約

告
知
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
原
告
は
、
一
九
六
四
年
六
月
三
日
に
区
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
本
件
訴
え
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を

請
求
し
た
。
原
告
は
、
ま
ず
第
一
に
、
即
座
に
、
そ
の
後
、
一
九
六
四
年
八
月
三
一
日
付
で
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
請
求
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
反
訴
の
提
起
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
ま
ず
第
一
に
、

一
九
六
四
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
、
補
助
的
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
よ
う
に
原
告
に
判
決
を
下
す
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
被
告
は
、
こ
の
異
議
を
、
警
察
事
務
官
と
し
て
よ
そ
へ
転
属
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
理
由
づ
け
た
。
こ
の
転
属
は
、
即
時
の
明
渡
し
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
に
、
二
度
の
転
居
を
被
告

に
強
い
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
六
四
年
一
一
月
三
日
の
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
両
当
事
者
は
、
本
件
は
処
理
さ
れ
た
、
と
表
明
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
は
、

一
九
六
四
年
一
〇
月
一
九
日
に
本
件
住
居
を
明
け
渡
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
当
事
者
は
、
民
事
訴
訟
法
に
し
た
が
っ
て
、
費
用
の
決
定
を

求
め
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
一
九
六
四
年
一
一
月
二
四
日
付
の
決
定
を
も
っ
て
、
被
告
の
異
議
は
た
ぶ
ん
成
果
を
有
し
た
だ
ろ
う
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
本

件
訴
訟
の
費
用
を
原
告
に
課
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
区
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
、
即
時
抗
告
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
［
決
定
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
抗
告
に
は
、
成
果
が
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

原
告
が
本
件
訴
訟
の
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
第
一
審
の
裁
判
官
の
決
定
は
、
正
当
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
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「
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
六
三
年
一
二
月
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
一
九
六
四
年
四
月
三
〇

日
付
で
、
有
効
に
解
消
さ
れ
た
。

　
（
し
か
し
、）
被
告
は
、
一
九
六
四
年
一
月
三
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
形
式
と
期
間
に
適
合
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
五
六
ａ
条
）。・
・
・
・

　

す
な
わ
ち
、
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
個
々
の
場
合
の
特
別
な
事
情
の
た
め
に
、
賃
借
人
ま
た
は
そ
の

家
族
の
生
活
関
係
へ
の
介
入
を
も
た
ら
し
、
当
該
介
入
の
苛
酷
さ
が
賃
貸
人
の
利
益
を
完
全
に
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

当
該
異
議
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
）。

　

被
告
に
と
っ
て
の
そ
の
よ
う
な
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
は
、
厳
格
な
基
準
を
置
く
と
き
に
も
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
被
告
に
よ
っ
て
予
告
さ
れ
た
転
属
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

不
愉
快
な
こ
と
や
出
費
を
被
告
に
生
ぜ
し
め
る
の
み
な
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

短
い
期
間
の
間

4

4

4

4

4

4

ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
こ
と
を
も
被
告
に
強
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
住
居
を
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
な
い
で
あ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と4

い
う
の
は

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
は

4

4

4

4

、4・

経
験
上

4

4

4

、4・

二
三
ヶ
月
の
間
だ
け
確
約
し
な
い
か
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
被
告
の
申
立
て
が
事
実
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
訴
訟
が
経
過
す
る
う
ち
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ラ
ン
ト
の
官
公
庁
の
証
明
書
が
証
明
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、

一
九
六
四
年
九
月
一
五
日
付
の
効
力
を
と
も
な
っ
て
、
職
務
上
の
理
由
か
ら
、
ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
へ
転
属
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
理
由
は
は
じ
め
か

ら
存
在
し
た
こ
と
だ
け
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
も
ま
た
、
こ
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
に
よ
っ
て
予
告
さ
れ
た
転
属
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
不
愉
快
な
こ
と
や
出
費
を
被
告
に
生
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ぜ
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
短
い
期
間
の
間
ほ
か
の
住
居
を
見
出
す
こ
と
を
も
被
告
に
強
い
る
。
し
か
し
、
被
告
は
、
そ
の
よ
う
な
住
居
を
ほ
と
ん
ど

見
出
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
賃
貸
人
は
、
経
験
上
、
二
三
ヶ
月
の
間
だ
け
確
約
し
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
②
被
告
の
申
立
て
が
事
実

と
合
致
し
て
い
た
こ
と
を
、
本
件
訴
訟
が
経
過
す
る
う
ち
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ラ
ン
ト
の
官
公
庁
の
証
明
書
が
証
明
し
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で

あ
る
。

　

第
四
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
３
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
六
五
年
一
二
月
一
五
日
判
決
を
み
て
お
き
た

い
。

　
【
89
】
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
六
五
年
一
二
月
一
五
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧

五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
被
告
ら
が
す
で
に
見
出
し
た
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
へ
の
入
居
が
終
わ
る
時
点
ま
で

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
被
告
ら
の
申
立
て
に
対
応
し
て
、
代
替
住
居
（
へ
の
入
居
が
終
わ
る
）

（
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時
点
ま
で
延
長
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
確
か
に
、
区
裁
判
所
は
、
的
確
に
、
次
の
こ
と
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
通
常
、
使
用
賃
貸
借
関
係
の
お
の
お
の
の
終
了
、
お
よ
び
、
そ
れ
か

ら
必
然
的
な
住
居
の
交
替
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
困
難
さ
と
不
愉
快
さ
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
と
し
て
だ
け
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ

条
の
適
用
の
た
め
に
要
件
で
あ
る
と
こ
ろ
の
特
別
な
苛
酷
さ
を
、
な
お
理
由
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、

現
在
の
時
点
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
被
告
ら
に
と
っ
て
の
普
通
で
な
い
負
担
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
た
と
こ
ろ
の
さ
ら
に
追
加
さ
れ

る
事
情
が
な
お
存
在
し
た
。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
気
に
入
り

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

入
居
す
る
つ
も
り
で
も
あ
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
を
見
出
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
該

4

4

住
居
は

4

4

4

、4・

す
で
に
ま
た

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

夫
の
使
用
者
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
社
宅
と
し
て
約
束
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
該
住
居
は

4

4

4

4

4

、4・

た
ぶ
ん

4

4

4

、4・

一
九
六
六
年
三
月
一
日
付
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

遠
か
ら
ず

4

4

4

4

、4・

入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

中
間
の
期
間
の
た

4

4

4

4

4

4

4

め
に

4

4

、4・

さ
ら
に

4

4

4

、4・

ほ
か
の
住
居
を
得
よ
う
と
努
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
す
で
に
お
よ
そ
二
年
半
前
に
は
じ
め
て
現
在
の
本
件
住
居
に
入
居
し
た
あ
と
で

4
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4

4
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4
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4
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4

4

、4・

短4

い
期
間
に
相
前
後
し
て
二
度
転
居
す
る
こ
と
を
被
告
ら
に
要
求
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
場
合

4
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4

4

4

4

4

4
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4

4

4

4

4
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4

4

4

4
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4
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4

4

4
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4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て
特
別
な
苛
酷
さ
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

あ
る

4

4

。
そ
の
よ
う
な
二
重
の
転
居
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
被
告
ら
が
三
人
の
幼
い
子
供
ら
を
か
か
え
て
い
た
と
い
う
理
由
に
お
い
て
も
、
相
当
な

い
っ
そ
う
の
負
担
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
短
い
過
渡
期
の
間
被
告
ら
に
住
居
を
賃
貸
す
る
用
意
の
あ
る
と
こ
ろ
の
ほ
か
の
賃
貸

人
は
、
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
の
利
益
が
比
較
的
に
短
く
期
限
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
重
大
に
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4

4
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4

4

侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
何
か
あ
る
や
り
方
で
認
識
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
ど
ん
な
理
由
を
も
申
し
立
て
な
か
っ
た
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4
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4
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4

の
で
あ
る
」。
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
す
で
に
、
被
告
ら
が
気
に
入
り
、
入
居
す
る
つ
も
り
で
も
あ
る
と
こ
ろ
の
代
替
住

居
を
見
出
し
た
。
当
該
住
居
は
、
す
で
に
ま
た
、
被
告
・
夫
の
使
用
者
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
、
被
告
ら
に
社
宅
と
し
て
約
束
さ
れ
て
い
た
。
当
該
住

居
は
、
た
ぶ
ん
、
一
九
六
六
年
三
月
一
日
付
で
、
す
な
わ
ち
、
遠
か
ら
ず
、
入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
被
告
ら
が
、

中
間
の
期
間
の
た
め
に
、
さ
ら
に
、
ほ
か
の
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
、
被
告
ら
が
す
で
に
お
よ
そ
二
年
半
前
に
は
じ
め
て
現
在
の
本
件
住
居
に
入
居

し
た
あ
と
で
、
短
い
期
間
に
相
前
後
し
て
二
度
転
居
す
る
こ
と
を
被
告
ら
に
要
求
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
こ
と
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て

特
別
な
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
こ
と
、
②
他
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
原
告
ら
の
利
益
が
比
較
的
に
短
く
期
限
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
重
大
に
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
何
か
あ
る
や
り
方
で
認
識
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
ど
ん
な
理
由
を

も
申
し
立
て
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
１
お
よ
び
Ⅱ
の
一
の
３
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
カ
ッ
セ
ル
地
方
裁
判
所
一
九
六
六
年
二
月
一
七
日
判
決
（
裁

判
例
【
１
】）
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
案
の
概
要
と
経
緯
に
つ
い
て
は
Ⅱ
の
一
の
１
の
該
当
箇
所
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
借
人
）
ら
夫
婦
は
、
一
九
五
七
年
以
来
、
Ｋ
に
存
在
す
る
被
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。

被
告
は
、
一
九
六
四
年
八
月
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
原
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
ら
は
、

原
告
・
一
が
、
遅
く
と
も
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
の
終
わ
り
に
退
職
し
、
そ
の
と
き
に
、
原
告
ら
は
い
ず
れ
に
し
て
も
Ｗ
に
転
居
す
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
一
九
六
七
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
と
い
う
申
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立
て
を
も
っ
て
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

控
訴
審
に
お
い
て
、
被
告
は
、
①
本
件
の
よ
う
に
、
賃
借
人
の
年
金
つ
き
退
職
が
数
年
内
に
は
じ
め
て
間
近
に
迫
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
は
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
②
賃
借
人
ら
が
一
九
六
七
年
の
終
わ
り
に
Ｗ
に
転
居
す
る
場
合
で
さ
え
も
、
二
重
の

転
居
は
、
賃
借
人
ら
の
良
好
な
経
済
的
な
関
係
に
か
ん
が
み
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
い
負
担
を
意
味
し
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
第
一
審
の
裁
判
官
は
、
正
当
な
こ
と
に
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
、
原
告
・
一
の
年
金
つ
き

退
職
に
続
く
月
の
終
わ
り
ま
で
、
し
か
し
、
遅
く
と
も
、
一
九
六
七
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

は
、
一
九
六
四
年
八
月
一
日
付
の
被
告
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
・
・
・
・
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
一
九
六
五
年
一
月
三
一
日
付
で
解
消
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
原
告
ら
は
、
形
式
と
期
間
に
適
合
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
当
該
異
議
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、

と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
①
経
済
的
の
み
な
ら
ず
多
く
の
賃
借
人
の
利
益
が
、
個
々
の
事
案
に

お
い
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
Ⅱ
の
一
の
１
参
照
）、
②
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
は
、
民
事
訴
訟

法
七
二
一
条
と
は
異
な
り
、
賃
借
人
に
、
明
渡
期
間
だ
け
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
期
間
の
間
、
賃
借
人
の
住
居
の
た
め
の
真
の
存
続
保
護

を
認
め
る
こ
と
（
Ⅱ
の
一
の
３
参
照
）
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
方
裁
判
所
が
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
賃
借
人
ら
の
異
議
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
み
て
お
き
た

（
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い
。
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
一
九
六
五
年
一
月
三
一
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
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、4・

原
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

強
要
さ
れ
た
お
の
お
の
の
住
居
の
交
替
が
必
然
的
に
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
も
な
う
と
こ
ろ
の
不
愉
快
さ
を
相
当
に
超
え
た
と
こ
ろ
の
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
原
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

遅
く
と
も

4

4

4

4

、4・

一
九
六
七

4

4

4

4

年
一
〇
月
三
一
日
に
退
職
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
と
き
に

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
は
い
ず
れ
に
し
て
も
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
証
拠
調
べ
は

4

4

4

4

4

、
被
告
の
見
解

に
反
し
て
、
原
告
ら
が
事
実
年
金
つ
き
退
職
の
あ
と
で
Ｗ
に
転
居
す
る
と
い
う
真
摯
な
意
思
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
市
の
貯
蓄
銀

行
・
Ｗ
の
情
報
に
し
た
が
っ
て
、
以
前
Ｗ
に
居
住
し
た
原
告
は
、
依
然
と
し
て
、
彼
の
給
与
の
口
座
を
Ｗ
に
維
持
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
証
人
・

Ｍ
は
、
証
人
と
親
し
い
原
告
が
、
す
で
に
二
年
以
来
、
何
度
か
、
原
告
が
彼
の
年
金
つ
き
退
職
の
あ
と
で
再
び
Ｗ
に
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
証
人
と
話
し
た
し
、
そ
の
と
き
に
原
告
を
助
け
て
住
居
を
取
得
さ
せ
る
よ
う
に
証
人
に
頼
ん
だ
、
と
信
ず
べ
く
証
言
し
た
。
証
人
は
、
こ

の
こ
と
を
原
告
に
丁
寧
に
約
束
し
、
ほ
ぼ
確
実
に
こ
の
約
束
を
守
る
状
況
に
も
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
原
告
が
、
彼
の
以
前
の
Ｗ
へ
の
結
び
つ

き
を
維
持
し
、
彼
の
年
金
つ
き
退
職
の
あ
と
で
そ
こ
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
た
め
に
真
摯
に
あ
ら
か
じ
め
の
配
慮
を
行
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
っ
た
。
今
日
、
原
告
に
対
し
て
、
年
金
つ
き
退
職
の
あ
と
で
被
告
の
本
件
建
物
か
ら
退
去
す
る
と
い
う
原
告
の
意
図
に
関
す
る
証
明
の
た
め
に
、

正
当
に
よ
り
多
く
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
ら
が
被
告
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
後
に
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
場
合

4

4

4

、4・

原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

最
大
限
二
年
と
一
〇
ヶ
月
の
期
間
内
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
負
担
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に
・
・
・
・
賃
貸
人
の
本
質
的
な
利
益
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

現
時
点

4

4

4

で
の
明
渡
し
を
命
じ
る
こ
と
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
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・
・
・
・
比
較
的
に
短
い
期
間
内
の
二
重
の
転
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
と
っ
て
相
当
な
経
済
的
な
損
失
を
必
然
的
に
と
も
な
う
の
み
な
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む
し

4

4

ろ4

、4・

ま
さ
し
く

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
の
よ
う
な
か
な
り
高
齢
の
賃
借
人
に
と
っ
て
、

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

、4・

彼
ら
の
全
部
の
生
活
関
係
へ
の
高
め
ら
れ
た
負
担
を
意
味
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告

4

4

ら
は

4

4

、4・

転
居
の
煩
わ
し
さ

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
居
住
地
域
に
住
み
慣
れ
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

原
告
ら
の
必
要
に
し
た
が
っ
て
新
た
な
住
居
を
整
え
る
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

不
必
要
に
も

4

4

4

4

4

、4・

短
い
間
隔
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
度
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
こ
と
を
超
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
に
は

4

4

4

4

4

、4・

Ｗ
へ
の
原
告
ら
の
転
居
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
中
間
の
期
間
の
た
め
に
一
般
に
適
当
な
住
居
を
見
出
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

き
わ
め
て
困
難
に
の
み
可
能
で
あ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
は
、
新
た
な
賃

貸
人
に
、
誠
実
に
、
前
も
っ
て
、
原
告
ら
が
そ
の
住
居
を
最
大
限
二
年
な
い
し
三
年
の
間
だ
け
必
要
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
経
験
に
よ
れ
ば
、
賃
貸
人
ら
は
、
短
い
期
間
の
間
だ
け
に
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を
締
結
す
る
心
構

え
を
め
っ
た
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
一
九
六
五
年
一
月
三
一
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
原
告
（
賃
借
人
）
ら
に
と
っ
て
、
強
要

さ
れ
た
お
の
お
の
の
住
居
の
交
替
が
必
然
的
に
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
不
愉
快
さ
を
相
当
に
超
え
た
と
こ
ろ
の
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
原
告
・

一
は
、
遅
く
と
も
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
三
一
日
に
退
職
し
、
そ
の
と
き
に
、
原
告
ら
は
い
ず
れ
に
し
て
も
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
証
拠
調
べ

は
、
原
告
ら
が
事
実
年
金
つ
き
退
職
の
あ
と
で
Ｗ
に
転
居
す
る
と
い
う
真
摯
な
意
思
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
②
原
告
ら
が
被

告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
後
に
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
原
告
ら
は
、

最
大
限
二
年
と
一
〇
ヶ
月
の
期
間
内
に
、
二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
負
担
を

意
味
し
た
こ
と
、
③
賃
貸
人
の
本
質
的
な
利
益
が
、
現
時
点
で
の
明
渡
し
を
命
じ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、
④
比
較
的
に
短
い
期
間
内
の
二
重
の
転
居

は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
相
当
な
経
済
的
な
損
失
を
必
然
的
に
と
も
な
う
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
ま
さ
し
く
、
原
告
ら
の
よ
う
な
か
な
り
高
齢
の
賃

（
529
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住
居
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借
人
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
全
部
の
生
活
関
係
へ
の
高
め
ら
れ
た
負
担
を
意
味
す
る
。
原
告
ら
は
、
転
居
の
煩
わ
し
さ
、
新
た
な
居
住
地
域
に
住
み
慣

れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
原
告
ら
の
必
要
に
し
た
が
っ
て
新
た
な
住
居
を
整
え
る
こ
と
を
、
不
必
要
に
も
、
短
い
間
隔
に
お
い
て
、
二
度
引
き
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
原
告
ら
に
は
、
Ｗ
へ
の
原
告
ら
の
転
居
ま
で
の
中
間
の
期
間
の
た
め
に
一
般
に
適
当
な
住
居
を
見
出
す

こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
に
の
み
可
能
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

二　

次
に
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
し
た
以
後
の

裁
判
例
に
お
い
て
、
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
区
裁
判
所
一
九
六
九
年
一
一
月
二
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
90
】
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
区
裁
判
所
一
九
六
九
年
一
一
月
二
七
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
と
被
告
ら
は
、
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
一
九
三
〇
年
か
ら
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
一
階
の
本
件
住
居
を

賃
借
し
て
い
た
。
本
件
建
物
は
、
も
と
も
と
被
告
・
一
の
両
親
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
被
告
・
一
は
、
本
件
建
物
に
お
い
て
生
ま
れ
、
七
〇
歳
で
あ
っ

た
。
原
告
は
、
彼
の
妻
お
よ
び
四
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、
上
階
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。

　

原
告
は
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
二
九
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約

（
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告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
六
九
年
八
月
二
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
ら
は
、
一
九
七
〇
年
の
夏
に

見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
新
築
中
の
建
物
の
完
成
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
得
よ
う
と
努
め
た
。
被
告
ら
は
、
そ
の
新
築
中
の

建
物
内
に
住
居
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
原
告
は
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
被
告
ら
の
異
議
を
正
当
と
認
め
な
か
っ

た
。

　

原
告
は
、
本
件
訴
え
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
請
求
し
た
。
原
告
は
、
彼
の
六
人
家
族
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
窮
屈
に
居
住
し

て
い
る
、
と
申
し
立
て
た
。
ひ
と
つ
の
居
間
の
ほ
か
に
、
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
夫
婦
の
寝
室
と
ひ
と
つ
の
か
な
り
狭
い
子
供
部
屋
が
原
告

の
自
由
に
な
っ
た
。
台
所
は
、
水
道
の
接
続
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
廊
下
と
し
て
見
込
ま
れ
た
空
間
に
置
か
れ
て
い
た
。
本
件
建
物
全
部
が
、
差

し
迫
っ
て
近
代
化
を
必
要
と
し
た
。
下
の
部
屋
に
お
い
て
は
、
天
井
が
板
張
り
に
さ
れ
、
電
気
設
備
が
、
新
た
に
さ
れ
、
化
粧
塗
り
さ
れ
、
そ
し
て
、

新
た
な
床
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
壁
は
湿
気
で
い
た
ん
で
い
た
し
、
地
下
室
は
拡
張
さ
れ
、
現
代
的
な
ト
イ
レ
が
整
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
、
本
件
建
物
の
外
に
置
か
れ
た
簡
易
ト
イ
レ
だ
け
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情

の
も
と
で
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
本
件
異
議
は
正
当
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
、
被
告
ら
は
、
彼
ら
の
娘
の
建
物
に
お
い
て
居
住

す
る
場
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
七
〇
歳
も
し
く
は
六
八
歳
と
い
う
彼
ら
の
年
齢
を
指
摘
し
、
月
あ
た
り
七
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
年
金
所
得
を
も
っ

て
い
る
と
述
べ
た
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
・
一
は
脱
腸
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
被
告
・
二
は
循
環
衰
弱
と

心
臓
衰
弱
に
苦
し
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
両
者
に
お
い
て
は
、
高
齢
に
起
因
す
る
健
康
の
衰
弱
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
一
九
七
〇
年
の
夏

に
は
、
新
し
い
建
物
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
住
居
が
被
告
ら
の
自
由
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

住
居
の
賃
貸
借
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終
了
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め
ぐ
る
利
益
の
比
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［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
異
議
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し

た
が
っ
て
、
断
固
と
し
た
処
置
を
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
賃
貸

人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係

の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
ら
に
と
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
即
時

の
終
了
は
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
被
告
・
一
は
、
本
件
建
物
に
お
い
て
生
ま
れ
、
そ
こ
で
今
や
ま
も
な
く
四
〇
年
以
来
賃
借
人
で
あ
っ

た
。
被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

一
九
六
九
年
六
月
三
〇
日
付
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
証
明
書

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

一
九
六
九
年
八
月
一
八
日
付
の
彼
の
娘
の
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
証
明
し
た
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
七
〇
年
の
夏
に
代
替
住
居
を
も
つ
だ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

比
較
的
に
短
い
過
渡
期
の
た
め
に
代
替
住

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

居
を
探
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
決
し
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

つ
ま
り

4

4

4

、4・

必
然
的
に

4

4

4

4

、4・

相
当
な
経
済
的
な
負
担
の
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
ら
ず

4

4

4

、4・

神
経
的
お
よ
び
身
体
的
な
負
担
を
も
と
も
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
負
担
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
自
身
の
利
益
を
評
価
し
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
譲
歩
を
強
い
ら
ざ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
を
得
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に
、
原
告
も
ま
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
相
当
な
利
益
を
有
し
、
特
に
、
原
告
は
明
ら
か
に
彼
の
六
人

家
族
と
と
も
に
か
な
り
窮
屈
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
見
誤
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
建
物
は
、
特
に
、
差
し
迫
っ
た
湿
気

の
損
害
を
顧
慮
し
て
、
緊
急
に
近
代
化
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
原
告
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
利
益
よ
り
優
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
場

合
に
、
原
告
の
本
件
建
物
に
お
け
る
居
住
関
係
は
、
明
ら
か
に
新
規
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
す
で
に
よ
り
ず
っ
と
以
前
か
ら
持
続
し
て
い
た

（
531
）
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こ
と
も
ま
た
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
す
ぐ
に
被
告
ら
の
負
担
に
お
い
て
何
か
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
は
、
一
九
七
〇
年
六
月
三
〇
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
延
長
し
て
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
一
九
六
九
年
六
月
三
〇
日
付
の
証
明
書
、
お
よ
び
、
一
九
六
九
年
八
月
一
八
日
付

の
彼
の
娘
の
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ
て
証
明
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
の
夏
に
代
替
住
居
を
も
つ
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
比
較

的
に
短
い
過
渡
期
の
た
め
に
代
替
住
居
を
探
す
こ
と
は
、
被
告
ら
に
決
し
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
必
然

的
に
、
相
当
な
経
済
的
な
負
担
の
み
な
ら
ず
、
神
経
的
お
よ
び
身
体
的
な
負
担
を
も
と
も
な
い
、
こ
の
よ
う
な
負
担
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
自
身
の

利
益
を
評
価
し
て
も
、
原
告
に
譲
歩
を
強
い
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
②
原
告
の
利
益
は
、
被
告
ら
の
利
益
よ
り
優
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
七
二
年
六
月
一
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
91
】
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
七
二
年
六
月
一
三
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
ケ
ル
ン
に
存
在
す
る
本
件
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
被
告
（
賃
借
人
）・
妻
は
、
本
件
建
物
に
お
い
て
、
後
に
婚
姻

（
532
）

（
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し
た
と
こ
ろ
の
彼
女
の
夫
と
と
も
に
、
現
在
月
あ
た
り
八
三
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
一
六
ペ
ニ
ヒ
の
賃
料
に
お
い
て
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
本
件

建
物
に
所
在
す
る
八
戸
の
住
居
の
う
ち
、
六
戸
の
住
居
は
、
原
告
ら
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
と
し
て
の
原
告
ら
の
構
成
員
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て

い
た
。
原
告
ら
は
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
八
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
七
一
年
一
一
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を

解
約
告
知
し
た
。

　

被
告
ら
は
、
ケ
ル
ン
か
ら
お
よ
そ
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
Ｄ
に
ひ
と
つ
の
建
物
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
建
物
の
二
つ
の
住
居
の
う
ち

の
ひ
と
つ
の
住
居
を
被
告
ら
の
た
め
に
と
っ
て
お
い
た
。
被
告
・
夫
は
、
六
一
四
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
年
金
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
被
告
・
妻
は
、
百

貨
店
に
お
い
て
、
従
業
員
と
し
て
、
月
あ
た
り
お
よ
そ
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
実
質
収
入
を
も
っ
て
働
い
て
お
り
、
あ
と
二
年
た
て
ば
年
金
を
も

ら
え
る
年
齢
に
達
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
。

　

原
告
ら
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
を
、
原
告
・
二
の
息
子
（
Ｒ
）
の
た
め
に
必
要
と
し
た
。
原
告
・
二

の
息
子
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
な
お
、
彼
の
母
親
の
世
帯
に
お
い
て
、
三
つ
の
外
壁
と
三
つ
の
窓
を
備
え
た
お
よ
そ
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
屋

根
裏
の
隅
の
部
屋
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
部
屋
は
、
電
気
で
だ
け
暖
房
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
居
間
お
よ
び
寝
室
と
し
て
原
告
・
二
の
息

子
の
役
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
原
告
・
二
の
息
子
の
甥
が
眠
る
と
こ
ろ
の
ほ
か
の
部
屋
を
通
っ
て
の
み
到
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
・
二
の
息
子
は
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
を
、
彼
の
相
当
な
居
住
の
た
め
に
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
原
告
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
否
認
し
た
ほ
か
、
被
告
ら
は
代
替
住
居
を
自
由
に
使
用
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
の
よ

う
な
代
替
住
居
の
調
達
は
、
被
告
・
妻
が
年
金
を
も
ら
え
る
年
齢
に
達
し
た
と
き
に
だ
け
問
題
に
な
る
、
と
主
張
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、

そ
の
と
き
、
Ｄ
の
被
告
ら
自
身
の
建
物
に
引
っ
越
す
か
ら
で
あ
る
。
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［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
当
裁
判
所
は
、
意
思
表
示
さ
れ
た
本
件
解
約
告
知
に
よ
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て

の
苛
酷
さ
は
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
な
お
、

被
告
・
妻
が
ケ
ル
ン
の
百
貨
店
に
お
け
る
彼
女
の
仕
事
関
係
か
ら
退
職
す
る
ま
で
、
遅
く
な
っ
て
も
彼
女
の
六
〇
歳
の
年
齢
の
完
了
ま
で
、
継
続
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
か
ら
、
本
件
訴
え
は
、
現
在
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
原
告
・
二
の
息
子
（
Ｒ
）、
す
な
わ
ち
、
二
六
歳
の
経
営
学
士
は
、
証
人
と
し
て
の
彼
の
証
言
に
し
た
が
っ
て
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
空
間
の
み

を
自
由
に
使
用
で
き
た
。
本
件
解
約
告
知
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
利
益
は
、
次
の
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
は
、

原
告
・
二
の
息
子
に
き
ち
ん
と
し
た
居
住
関
係
を
得
さ
せ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
同
時
に
、
同
じ
く
本
件
建
物
に
居
住
し
て
い
る
彼
の
兄
弟
（
Ｅ
）
の

居
住
領
域
を
拡
張
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
原
告
・
二
の
息
子
の
兄
弟
は
、
現
在
、
彼
の
妻
と
三
歳
の
子
供
と
と
も
に
、
台
所
お
よ
び
二

つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
の
寝
室
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
彼
の
一
二
歳
の
息
子
は
、

そ
の
お
じ
（
原
告
・
二
の
息
子
）
の
屋
根
裏
部
屋
の
前
の
部
屋
に
お
い
て
眠
り
、
こ
れ
ら
の
両
方
の
部
屋
の
一
部
を
な
す
台
所
空
間
は
、
原
告
・
二

の
息
子
の
兄
弟
に
よ
っ
て
、
時
計
職
人
の
仕
事
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
変
更
の
緊
急
性
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、
原
告
・
二
自
身
は
、
自
分
自
身
の
た
め
に
、
二
つ
の
部
屋
お
よ
び
台
所
か
ら

（
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構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
自
由
に
使
用
で
き
た
し
、
彼
女
の
世
帯
に
お
い
て
一
緒
に
彼
女
の
息
子
（
Ｒ
）
の
面
倒
を
見
て
い
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
を
原
告
・
二
の
家
族
構
成
員
の
居
住
の
必
要
を
満
た
す
た
め
に
引
き
合
い
に
出
す

と
い
う
願
望
は
、
正
当
で
あ
る
の
で
あ
る
」。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
他
方
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の

で
あ
る
。

　
「
他
方
に
お
い
て
、
本
件
住
居
を
引
き
続
き
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は
、
次
の
こ
と
か
ら
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告

4

4

・4・

妻
は

4

4

、4・

二
年
そ
こ
そ
こ
で
年
金
を
も
ら
え
る
年
齢
に
入
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
と
き

4

4

4

4

、4・

彼
女
の
仕
事
を
や
め

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は
Ｄ
に
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の

4

4

結
果

4

4

、4・

現
在
の
本
件
住
居
の
喪
失
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

中
間
的
な
転
居
の
必
然
性
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｄ
に
存
在
す
る
建
物
は
、
Ｋ
に
お

け
る
被
告
・
妻
の
仕
事
場
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
い
た
た
め
に
、
相
当
な
代
替
住
居
と
し
て
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
間

4

4

4

4

4

4

4

的
な
転
居
は

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
代
替
住
居
は
、
ケ
ル
ン
に
お
い
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
被
告
ら
の
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
。
代
替
住

居
の
調
達
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
か
な
り
長
い
時
間
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
」。

　

第
三
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
七
六
年
三
月
二
六
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
92
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
七
六
年
三
月
二
六
日
決
定

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

（
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（
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事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
七
四
年
一
一
月
七
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
四
年
一
一
月
一
五
日
付
で
、
本
件
解
約
告
知

に
異
議
を
述
べ
た
。

　

被
告
ら
は
、
区
裁
判
所
の
判
決
後
に
は
じ
め
て
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
、
一
九
七
六
年
三
月
一
日
付
で
、
あ
る
代
替
住
居
を
賃
借
し
た
の

で
あ
る
。

　
［
決
定
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
訴
え
は
・
・
・
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
本
件
住
居
の
明
渡
請
求
は
、「
自
己
必
要
」
の
た
め
に
、

正
当
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
確
か
に
、
原
告
ら
の
明
渡
請
求
は
、
自
己
必
要
の
た
め
に
・
・
・
・
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。
区
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
的
確
に
述
べ
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
、
す
で
に
、
第
二
子
の
誕
生
、
お
よ
び
、
増
大
し
た
仕
事
の
必
要
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
自
分
自
身
の
仕
事
部
屋
に
つ

い
て
の
原
告
・
二
の
夫
の
必
要
は
・
・
・
・
自
己
必
要
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
原
告
ら
は
、
控
訴
審
手
続
き

に
お
い
て
、
追
加
的
に
、
原
告
・
二
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
が
本
件
建
物
に
宿
泊
さ
せ
ら
れ
る
家
事
の
見
習
生
の
雇
い
入
れ
を
必
要
と
す
る
こ
と

を
立
証
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
当
部
は
、
原
告
ら
が
、
原
告
・
一
を
自
分
自
身
の
住
居
か
ら
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
移
す
こ
と
に
頼
ら
ざ
る
を
得

（
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な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
念
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
他
方
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た

の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
訴
え
は
・
・
・
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
短
期
間
の
中
間
的
な
転
居
を
実
行
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
七
六
年
三
月
一
日
付
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
代
替
住
居
を
賃
借
し
た
と
こ
ろ
の
被
告
ら
に
と
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
き
わ
め
て
短
い
期
間
の
範
囲
内
に
二
重
の
転
居
を
す
る
場
合
に
お
い
て
被
告
ら
に
ふ
り
か
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
と
こ
ろ
の
非
常
に
高
い
負
担
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
被
告
ら
が
・
・
・
・
区
裁
判
所
の
判
決
後
に
は
じ
め
て
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
、
そ
の
場
合
に
現
れ
た
困
難
さ
の
た
め
に
ケ
ン
プ
テ

ン
に
転
居
す
る
決
心
を
固
め
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
七
四
年
一
一
月
七
日
付
の
原
告
ら
の
本

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

件
解
約
告
知
が
有
効
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

一
九
七
四
年
一
一
月
一
五
日
付
の
被
告
ら
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
と
い
う
簡
単
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
件
の
問
題
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

決
し
て

4

4

4

、4・

す
で
に
区
裁
判
所
の
判
決
の
前
に
被
告
ら
の
代

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

替
住
居
調
達
義
務
を
履
行
す
る
必
要
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。

　

被
告
ら
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
期
間
に
し
た
が
っ
た
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
利
益
よ
り
優
位
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

占
め
て
い
た

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
側
の
利
益
は
、
一
九
七
六
年
三
月
一
日
前
に
行
わ
れ
な
い
原
告
ら

の
利
益
の
実
現
が
原
告
側
の
状
態
の
相
当
な
侵
害
に
行
き
着
く
と
い
う
よ
う
に
差
し
迫
っ
て
い
る
と
格
付
け
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
」。
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
短
期
間
の
中
間
的
な
転
居
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
一
九
七
六
年
三
月
一
日
付
で
、
あ
る
代
替
住
居
を
賃
借
し

た
と
こ
ろ
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
と
っ
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
き
わ
め
て
短
い
期
間
の
範
囲
内
に
二
重
の
転
居
を
す
る
場
合
に

お
い
て
被
告
ら
に
ふ
り
か
か
る
と
こ
ろ
の
非
常
に
高
い
負
担
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
で

あ
る
こ
と
、
②
一
九
七
四
年
一
一
月
七
日
付
の
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
本
件
解
約
告
知
が
有
効
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
一
九
七
四
年

一
一
月
一
五
日
付
の
被
告
ら
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
簡
単
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
件
の
問
題
に
お
い
て
、

被
告
ら
は
、
決
し
て
、
す
で
に
区
裁
判
所
の
判
決
の
前
に
被
告
ら
の
代
替
住
居
調
達
義
務
を
履
行
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
、
③
被
告
ら
の
「
苛

酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
は
、
ま
た
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
期
間
に
し
た
が
っ
た
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
利
益
よ
り
優
位
を
占
め
て
い
た

こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
区
裁
判
所
一
九
七
七
年
七
月
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
93
】
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
区
裁
判
所
一
九
七
七
年
七
月
八
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
七
七
年
一
月
一
三
日
付
で
、
本
件
建
物
（
一
家
族
用
住
宅
）
の
賃
借
人
で
あ
っ
た

被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
七
年
四
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月
二
七
日
付
で
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　

原
告
と
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
年
半
後
に
解
約
告
知
さ
れ
た
。
し
か
も
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
の
期
日
を
超
え
る
が
、

近
い
将
来
自
宅
を
獲
得
す
る
と
い
う
具
体
的
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

本
件
賃
貸
物
の
返
還
、
そ
れ
と
と
も
に
、
被
告
ら
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
一
家
族
用
住
宅
の
明
渡
し
に
対
す
る
請
求
権
は
、
原
告
に
当
然
帰
属

す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
・
・
・
・（
原
告
の
）
返
還
請
求
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
（
賃
借
人
）

ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
と
い
う
の
は
、
当
事
者
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
継
続
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
一
月
一
三
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
意

思
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
一
九
七
七
年
四
月
二
七
日
付
の
被
告
ら
の
書
面
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
異

議
に
も
と
づ
い
て
、
無
効
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ

た
終
了
が
、
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を

意
味
す
る
と
き
に
は
、
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
賃
貸
人
に
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
は
、
本
件
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
議
論
の
余
地
も
な
く
、
当
事
者
は
、
被
告
ら
が
、
正
当
に
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
、
す
で
に
一
年
半
後
に
再
び
解
約
告
知
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
長
い
期
間
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
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た
と
こ
ろ
の
諸
関
係
の
も
と
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
締
結
し
た
。
確
か
に
、
被
告
ら
は
、
被
告
ら
が
本
件
建
物
の
仲
介
の
た
め
に
仲
介
料
を

費
や
し
た
し
、
ケ
ル
ン
の
近
郊
の
ブ
リ
ュ
ー
ル
か
ら
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
・
ヒ
ル
ト
ル
ッ
プ
へ
の
転
居
の
た
め
に
少
な
か
ら
ぬ
金
額
を
費
や
し
た
こ
と
に

つ
い
て
耳
を
傾
け
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
支
出
は
、
被
告
ら
が
原
告
の
本
件
建
物
を
賃
借
し
な
か
っ
た
と
き
に

も
被
告
ら
に
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
苛
酷
さ
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

第
一
に
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
予
想
外
に
す
で
に
一
年
半
後
に
再
び
解
約
告

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

知
さ
れ
て
い
た
し

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

、4・

一
年
九
ヶ
月
以
内
に
新
た
に
仲
介
業
者
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
範
囲
内
で
の
転
居
の
た
め
の
費
用
を
調
達

4

4

4

4

4
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4
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4
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す
る
こ
と
が
被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
点
に
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4
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4

、4・

そ
の
根
拠
が
あ
っ
た

4

4

4
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4

4

4

4

。
最
後
に
、
さ
ら
に

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

・
・
・
・
対
応
す
る
証
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書
の
提
出
に
よ
っ

4

4
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の
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用
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真
摯
に

4

4

4

、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
・
ヒ
ル
ト
ル
ッ
プ
・
・
・
・
に
お
い
て
な
お
建
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
宅
の
獲
得
に
と
っ

4
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4
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4

4

4

4

4

4

4

4

て
問
題
に
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
い
う
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た

4
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4
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。
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も

4
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4

4

4
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4

4

4

4

4

、4・

本
件
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

確
か
に

4

4

4

差
し
迫
っ
て
そ
の
完
成
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
新
築
中
の
建
物
へ
の
入
居
が
終
わ
る
ま
で
に

4
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4

4

4

4

4
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4

4

4
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4

4

4

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
う
一
度
転
居
す
る
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
は

4

4

、4・

要
求
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
原
告
に
お
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
自
己
必
要
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

妥
当
し
た
。
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
自
己
必
要
に
つ
い
て
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

い
ず
れ
に
せ
よ

4

4

4

4

4

4

、4・

期
限

4

4

つ
き
で
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
本
件
に
お
い
て
、
一
九
七
八
年
六
月
三
〇
日
ま
で
の
延
長
、
す
な
わ
ち
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
終

了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
時
点
を
越
え
て
一
四
ヶ
月
だ
け
の
延
長
が
相
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
期
間
の
定
め
の
な
い
延
長
は
、
問
題
に
な
ら
な
か
っ

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
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た
の
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
本
件
の
「
苛
酷
さ
」
は
、
第
一
に
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
予
想
外
に
す
で
に
一
年
半
後
に
再
び
解
約
告
知
さ

れ
て
い
た
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
一
年
九
ヶ
月
以
内
に
新
た
に
仲
介
業
者
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
範
囲
内
で
の
転
居
の
た
め
の
費
用
を
調
達
す
る

こ
と
が
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
要
求
さ
れ
る
点
に
、
そ
の
根
拠
が
あ
っ
た
こ
と
、
②
さ
ら
に
、
被
告
ら
が
、
対
応
す
る
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
費
用
が
、
真
摯
に
、
な
お
建
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
宅
の
獲
得
に
と
っ
て
問
題
に
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
い
う
こ
と
が
つ
け
加

わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
被
告
ら
が
、
確
か
に
差
し
迫
っ
て
そ
の
完
成
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
の
新
築
中
の
建
物
へ
の
入
居
が
終
わ
る
ま
で
に
、
も
う
一
度
転
居
す
る
こ
と
は
、
要
求
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
、
③
両
方

の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
期
限

つ
き
で
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
ボ
ー
フ
ム
区
裁
判
所
一
九
七
九
年
八
月
二
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
94
】
ボ
ー
フ
ム
区
裁
判
所
一
九
七
九
年
八
月
二
二
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
ら
は
、
一
九
七
八
年
二
月
一
日
以
来
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
書
面
に
よ
っ
て
締

結
さ
れ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
一
七
条
に
お
い
て
、「
自
己
必
要
」
が
あ
る
と
き
に
は
、
本
件
住
居
は
、
三
ヶ
月
以
内
に
明
け
渡
さ
れ
な
け
れ

（
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ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　

被
告
ら
は
、
本
件
住
居
に
入
居
す
る
と
き
、
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
。
特
に
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
が
お
よ
そ
一
二
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
取

り
つ
け
ら
れ
、
台
所
の
壁
面
に
約
二
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
タ
イ
ル
が
張
ら
れ
、
寄
せ
木
張
り
の
床
は
お
よ
そ
三
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
新
た
に
塗

料
が
塗
ら
れ
た
。

　

原
告
ら
は
、
一
九
七
九
年
一
月
二
九
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告

知
し
た
。
そ
の
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
、
特
に
、
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
己
必
要
と
い
う
理
由
に

も
と
づ
い
て
、
こ
れ
に
関
し
て
期
間
に
適
合
し
て
、
一
九
七
九
年
五
月
一
日
付
で
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
本
件
住
居
の
使
用
賃
貸
借
関
係

を
解
約
告
知
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
相
対
的
に
短
い
期
間
の
後
解
約
告
知
に
行
き
着
い
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
が
、
し
か
し
、
被
告
ら
が
被
告
ら
の

考
え
に
対
応
す
る
新
た
な
住
ま
い
を
見
出
す
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
」。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
七
九
年
二
月
一
五
日
付
で
、
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
う
や
く
少
し
前
か

ら
本
件
住
居
に
居
住
し
、
設
備
と
修
復
に
よ
っ
て
相
当
な
費
用
が
わ
れ
わ
れ
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
解
約
告
知
に
同
意
し
な
い
と
表
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
原
告
ら
が
書
面
に
よ
っ
て
転
居
に
よ
っ
て
生
じ
る
費
用
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
同
意
す

る
と
表
明
す
る
な
ら
ば
、
比
較
し
う
る
住
居
を
探
し
た
と
き
に
、
も
し
く
は
、
調
達
し
た
と
き
に
転
居
す
る
心
構
え
を
し
て
い
る
」。

　

原
告
ら
は
、
訴
訟
代
理
人
を
通
し
て
、
一
九
七
九
年
三
月
二
〇
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
、
新
た
に

解
約
告
知
し
（
本
件
解
約
告
知
）、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
の
後
、
Ｂ
に
お
い
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
建
築
状
態
に
あ
り
、
た
ぶ
ん
一
九
八
〇
年
の
春
に
入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う
と

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）

200201



こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
。
被
告
ら
は
、
短
期
間
の
中
間
的
な
転
居
は
被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
九
七
九
年
三
月
二
〇
日
付
の
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
は
、
確
か
に
、
事
実
存
在
し
た
自

己
必
要
に
つ
い
て
の
状
況
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
）
の
た
め
に
、
有
効
で
あ
っ
た
。
こ
の
自
己
必
要
に
つ
い
て
の
状
況
は
、
証
拠
調
べ
が

当
裁
判
所
の
確
信
の
た
め
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
原
告
ら
、
あ
る
い
は
、
原
告
ら
の
子
供
ら
に
よ
っ
て
回
避
で
き
な
い
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
ら
は
、
被
告
ら
に
よ
る
一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
の
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
請
求
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
被
告
ら
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
た
や
り
方
に
お
い
て
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
当
事
者
間
に
お
い
て
、
被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
八
〇
年
の
春
に
入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
建
築
状
態
に
あ
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

こ
の
特
別
な
事
情
が

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
適
用
を
正
当
化
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

口
頭
弁
論
に
お
け
る
被
告
ら
の
聴
聞
は
万
一
の
場
合
に
は
天
候
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
遅
滞
が
生
じ
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
入
居
が

4

4

4

4

4

終
わ
る
こ
と
は
十
分
な
確
実
さ
を
も
っ
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
八
〇
年
の
三
月
の
終
わ
り
ま
で
の
中
間
の
時
期
の
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に4

、4・

二
重
の
転
居

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

ほ
か
の
代
替
住
居
を
求
め
る
努
力
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う

4

4

4

4

な
努
力
は

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
個
人
的

4

4

4

4

4

4

4

・4・

経
済
的
に
被
告
ら
の
全
部
の
努
力
を
可
能
な
限
り
迅
速
な
被
告
ら
の
住
居
所
有
権
の
完
成
に
向
け
る
こ
と
に
つ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
限
り
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
別
な
苛
酷
さ
を
結
果
と
し
て
と
も
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
と
き
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
と
し
て
の
原
告
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
利
益
は

4

4

4

4

、4・

一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
正
当
化
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に

4

4

、
行
わ
れ
た
証
拠
調
べ
に
し
た
が
っ
て
、

原
告
ら
の
側
か
ら
、
契
約
の
交
渉
を
行
っ
た
原
告
ら
の
娘
を
通
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
か
な
り
長
期
間
賃
借
す
る
こ
と
が
被
告
ら
に
見
込
ま
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

少
な
か
ら
ぬ
支
出
を
行
っ
た
こ
と
が
確
定
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
、
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
己

必
要
が
あ
る
と
き
に
本
件
住
居
は
三
ヶ
月
以
内
に
明
け
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
『
特
別
な
合
意
』
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
も
変
え
な
か
っ
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
期
間
を
定
め
る
こ
と
に
関
し
て
、
そ
の
住
居
所
有
権
へ
の
見
込
ま
れ
る
入
居
が
終
わ
る
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
と
っ
て
の
特
別
な
苛
酷
さ
は
も
は
や
存
在
し
な
い
し
、
賃
貸
人
ら
の

利
益
が
前
面
に
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
ら
が
、
本
件
解
約
告
知
期
間
の
満
了
前
に
、
一
九
八
〇
年
の
春
に
入
居
が
終
わ
る
だ
ろ
う
と

こ
ろ
の
建
築
状
態
に
あ
っ
た
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
。
こ
の
特
別
な
事
情
が
、
本
件
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧

五
五
六
ａ
条
の
適
用
を
正
当
化
し
た
こ
と
、
②
こ
の
入
居
が
終
わ
る
こ
と
は
十
分
な
確
実
さ
を
も
っ
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
九
八
〇
年
の
三
月
の
終
わ
り
ま
で
の
中
間
の
時
期
の
た
め
に
、
二
重
の
転
居
、
お
よ
び
、
ほ
か
の
代
替
住
居
を
求
め
る
努
力
が
、
被
告
ら
に
要
求

さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、
被
告
ら
が
個
人
的
・
経
済
的
に
被
告
ら
の
全
部
の
努
力
を
可
能
な
限
り
迅
速
な
被
告
ら
の

（
546
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）
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住
居
所
有
権
の
完
成
に
向
け
る
こ
と
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
限
り
で
は
、
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
を
結
果
と
し
て
と
も
な
っ
た
こ
と
、
③
そ
れ
に

対
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
と
き
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
と
し
て
の
原
告
ら
の
利
益
は
、

一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
正
当
化
し
な
か
っ
た
。
特
に
、
契
約
の
交
渉
を
行
っ
た
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
娘

を
通
し
て
、
本
件
住
居
を
か
な
り
長
期
間
賃
借
す
る
こ
と
が
被
告
ら
に
見
込
ま
れ
て
い
た
し
、
被
告
ら
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
支
出

を
行
っ
た
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
六
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
八
一
年
一
月
一
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
95
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
八
一
年
一
月
一
四
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧

五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　

被
告
・
一
は
、
一
九
八
一
年
一
月
に
、
Ｎ
に
お
い
て
、
新
た
な
仕
事
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
の
被
告
・
一
と
そ
の
使
用
者
と
の

間
の
雇
用
関
係
は
、
さ
し
あ
た
り
、
一
九
八
一
年
六
月
三
〇
日
ま
で
期
限
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
雇
用
関
係
は
、
試
験
雇
用
関
係

（Probearbeitsverhältnis

）
で
あ
り
、
そ
の
存
続
に
関
す
る
十
分
な
確
実
さ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
中
間
的
な
転
居
の
必
然
性
が
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4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
こ
と
は
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4
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4

、4・

一
般
に
正
当
と
認

4

4

4

4

4

4

4

め
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
す
で
に
本
件
解
約
告
知
の
期
日
に
終
了
す
る
場
合
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な

4

4

4

4

4

中
間
的
な
転
居
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告

4

4

・4・

一
が

4

4

、4・

一
九
八
一
年
一
月
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｎ
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
仕
事
を
始
め
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
。（
し
か
し

4

4

4

、4・
）
被
告

4

4

・4・

一
と
そ
の
使
用
者
と
の
間
に
存
在
す
る
雇
用
契
約
は

4
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4

4
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4
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4

4

4

4

4

、4・

さ
し
あ
た

4

4

4

4

り4

、4・

一
九
八
一
年
六
月
三
〇
日
ま
で
期
限
づ
け
ら
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
見
習
期
間
が
続
く
あ
い
だ
は
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
労
働
関
係
の
な
お
こ
れ
以
上
の
存
続
は
不
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4

4

4

4

確
か
で
あ
っ
た
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4

4

。
契
約
当
事
者
の
一
方
が
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、4・

こ
の
見
習
期
間
中
に
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4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
労
働
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

新
た
な
仕
事
場
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

現
在
な
お

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
将
来
ど
の
よ
う
な
場
所
に
居
住

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る
の
か
と
い
う
点
を
最
終
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
出
て
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
雇
用
関
係
の
存
続
に
関
す
る
十
分
な
確
実
さ
が
な
か
っ
た
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に4

、4・

Ｎ
に
転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

現
在
の
時
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

被
告
ら
に
要
求
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
よ
う
な
転
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
費
用
と
結
び
つ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

け
ら
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

す
で
に

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
支
出
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

新
た
な
使
用
賃
貸
借
関
係
は
こ
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

試
験
雇
用
関
係
の
解
消
の
場
合
に
大
き
な
蓋
然
性
を
も
っ
て
短
い
期
間
だ
け
続
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
妥
当
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
さ
ら
に

4

4

4

、4・

仕
事
の
負
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4

4
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荷4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

あ
ら
ゆ
る
二
重
の
転
居
と
不
可
避
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
苦
労
が
つ
け
加
わ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
一
般
的
な
利
益
は
、
本
件
契
約
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
に
対
し
て
後
退
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
般
的
な
明
渡
し
に
つ
い
て
の
利
益
を
超
え
る
と
こ
ろ
の
原
告
ら
の
特
別
な
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

明
ら
か
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
中
間
的
な
転
居
の
必
然
性
が
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」

を
意
味
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
す
で
に
本
件
解
約
告
知
の
期
日
に
終
了
す
る
場
合
、
被
告
（
賃

借
人
）
ら
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
間
的
な
転
居
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②
被
告
・
一
は
、
一
九
八
一
年
一
月

に
、
Ｎ
に
お
い
て
、
新
た
な
仕
事
を
始
め
る
。
し
か
し
、
被
告
・
一
と
そ
の
使
用
者
と
の
間
に
存
在
す
る
雇
用
契
約
は
、
さ
し
あ
た
り
、
一
九
八
一

年
六
月
三
〇
日
ま
で
期
限
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
見
習
期
間
が
続
く
あ
い
だ
は
、
こ
の
労
働
関
係
の
な
お
こ
れ
以
上
の
存
続
は
不
確
か
で
あ
っ
た
。

契
約
当
事
者
の
一
方
が
、
こ
の
見
習
期
間
中
に
、
こ
の
労
働
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
被
告
・
一
は
、
新
た
な
仕

事
場
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
被
告
ら
は
、
現
在
な
お
、
被
告
ら
が
将
来
ど
の
よ
う
な
場
所
に
居
住
す
る
の
か
と
い
う

点
を
最
終
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
出
て
き
た
。
こ
の
雇
用
関
係
の
存
続
に
関
す
る
十
分
な
確
実
さ
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
Ｎ
に
転
居
す

る
こ
と
は
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
な
お
、
被
告
ら
に
要
求
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
③
そ
の
よ
う
な
転
居
は
、
相
当
な
費
用
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
す
で
に
、
こ
の
よ
う
な
支
出
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
相
当
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
、
新
た
な
使
用
賃
貸
借
関

係
は
こ
の
試
験
雇
用
関
係
の
解
消
の
場
合
に
大
き
な
蓋
然
性
を
も
っ
て
短
い
期
間
だ
け
続
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
妥
当
し
た
。
さ
ら
に
、

仕
事
の
負
荷
、
お
よ
び
、
あ
ら
ゆ
る
二
重
の
転
居
と
不
可
避
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
苦
労
が
つ
け
加
わ
っ
た
こ
と
、
④
一
般
的
な
明

渡
し
に
つ
い
て
の
利
益
を
超
え
る
と
こ
ろ
の
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
特
別
な
利
益
は
、
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
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第
七
に
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月
二
六
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
96
】
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
四
月
二
六
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　

被
告
ら
は
、
な
か
ば
大
人
に
な
り
か
け
の
三
人
の
子
供
ら
を
も
ち
、
な
お
二
三
年
の
間
、
現
在
の
規
模
の
住
居
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
、

被
告
ら
は
、
子
供
ら
が
最
終
的
に
転
居
し
た
後
、
当
然
、
よ
り
狭
い
住
居
に
身
を
置
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
多
く
の
こ
と
が
そ
の
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
し
た
が
、
結
局
、
原
告
ら
に
・
・
・
・
自
己
必
要
と
い

う
解
約
告
知
理
由
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
拒
絶
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
決
定
さ
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

被
告
ら
は
、
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
件
住
居
を
明
け
渡
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

現
在
の
時
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

苛
酷
さ
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

な
か
ば
大
人
に
な
り
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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け
の
三
人
の
子
供
ら
を
も
ち

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
な
か
の
二
人
の
子
供
ら
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

被
告
ら
の
も
と
で
生
活
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
だ

4

4

、4・

お
よ
そ
一
九
九
〇
年
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

一
九
九
一
年
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

、4・

養
成
専
門
教
育
の
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ひ
と
り
の
娘
は

4

4

4

4

4

4

、4・

確
か
に

4

4

4

、4・

よ
そ
で
の
見
習
い
修
行
を
行
っ
て
い
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か

4

4

し4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お
一
度
両
親
の
家
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
そ
の
娘
は
、
た
ぶ
ん
、
そ
の
見
習
い
修
行
の
完

了
の
後
勤
め
口
を
得
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

な
お
二
三
年
の
間

4

4

4

4

4

4

4

、4・

現
在
の
規
模
の
住
居
を
必
要
と
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ4

の
一
方
で
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

子
供
ら
が
最
終
的
に
転
居
し
た
後

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
然

4

4

、4・

よ
り
狭
い
住
居
に
身
を
置
く
つ
も
り
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
事
情
の

4

4

4

4

4

4

4

4

も
と
で

4

4

4

、4・

わ
ず
か
な
年
の
範
囲
内
で
二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
支
出
を
負
担
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
は

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
負
担
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
苛
酷
さ
は
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
目
下
の
と
こ
ろ
正
当
化
し
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

今
日
な
お

4

4

4

4

、4・

ほ
か
の
や
り
方
で
要
求
で
き
る
形
態
に
お
い
て
現
在
の
空
間
に
つ
い
て
の
必
要
を
満
た
す
可
能
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
存
在
し
た

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
告
ら
は
、
賃
借
人
・
Ｍ
ま
た
は
賃
借
人
・
Ｏ
に
も
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
と

も
に
、
二
つ
ま
た
は
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
を
そ
の
た
め
に
獲
得
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
認
め
ら
れ
た
事
情
の
も
と
で
は
、
ま
ず

第
一
に
、
解
約
告
知
が
被
告
ら
よ
り
も
よ
り
少
な
く
困
難
に
打
撃
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
を
頼
る
こ
と
が
、
信
義
誠
実
に
対
応
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
賃
借
人
・
Ｍ
お
よ
び
賃
借
人
・
Ｏ
に
あ
て
は
ま
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
賃
借
人
・
Ｍ
お
よ
び
賃
借
人
・
Ｏ
に
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
者
と
し

て
、
転
居
が
よ
り
容
易
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。・
・
・
・
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
本
件
住
居
を
明
け
渡
す
こ
と
は
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
と
っ
て
、「
苛
酷
さ
」

を
意
味
し
た
。
被
告
ら
は
、
な
か
ば
大
人
に
な
り
か
け
の
三
人
の
子
供
ら
を
も
ち
、
そ
の
な
か
の
二
人
の
子
供
ら
は
、
な
お
、
被
告
ら
の
も
と
で
生
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活
し
、
ま
だ
、
お
よ
そ
一
九
九
〇
年
な
い
し
一
九
九
一
年
ま
で
、
養
成
専
門
教
育
の
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
ひ
と
り
の
娘
は
、
確
か
に
、
よ
そ

で
の
見
習
い
修
行
を
行
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
な
お
一
度
両
親
の
家
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、

被
告
ら
は
、
な
お
二
三
年
の
間
、
現
在
の
規
模
の
住
居
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
、
被
告
ら
は
、
子
供
ら
が
最
終
的
に
転
居
し
た
後
、
当
然
、

よ
り
狭
い
住
居
に
身
を
置
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
わ
ず
か
な
年
の
範
囲
内
で
二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

お
よ
び
、
特
に
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
支
出
を
負
担
す
る
こ
と
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
相
当
な
負
担
を
意
味
し
た
こ
と
、
②
原
告
（
賃

貸
人
）
ら
の
た
め
に
、
今
日
な
お
、
ほ
か
の
や
り
方
で
要
求
で
き
る
形
態
に
お
い
て
現
在
の
空
間
に
つ
い
て
の
必
要
を
満
た
す
可
能
性
も
存
在
し
た

こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
八
に
、
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
六
月
二
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
97
】
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
六
月
二
一
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
八
七
年
三
月
一
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
原
告
の
娘
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
八
七
年

九
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
ら
は
、
一
九
八
七
年
七
月
一
五
日
に
、
本
件
解
約

告
知
に
異
議
を
述
べ
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
集
中
的
な
探
索
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
、
相
当
な
代
替
住
居
を
見
出
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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区
裁
判
所
に
お
け
る
本
件
明
渡
訴
訟
手
続
き
に
お
い
て
、
被
告
ら
は
、
被
告
ら
の
異
議
に
期
限
を
つ
け
、
一
九
八
七
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
一
九
八
七
年
一
二
月
一
日
付
で
、
代
替
住
居
を
見
出
し
た
か
ら
で

あ
る
。
被
告
ら
は
、
一
九
八
七
年
一
一
月
一
六
日
の
区
裁
判
所
に
お
け
る
最
終
口
頭
弁
論
の
後
、
一
九
八
七
年
一
二
月
一
日
に
本
件
住
居
か
ら
退
去

し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
一
九
八
七
年
一
二
月
一
四
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
の
維
持
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は
原
告
の
「
自

己
必
要
」
の
背
後
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
原

告
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
）
が
、
被
告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
確
か
に
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
一
九
八
七
年
七
月
一
五
日
付
の
期
限
ど
お
り
の
被
告
ら
の
異
議
に
お
い
て
、
な
お
、
詳
細
に
、

被
告
ら
が
、
住
居
の
探
索
に
つ
い
て
の
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
措
置
を
、
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
結
果
を
と
も
な
っ
て
講
じ
た
の
か
と
い
う
点
を

説
明
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
被
告
ら
は
、
本
件
訴
え
の
答
弁
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
異
議
に
一
九
八
七
年
一
一
月
三
〇
日
に
か
け
て
の
期
限
を
つ

け
、
被
告
ら
が
一
九
八
七
年
一
二
月
一
日
付
で
代
替
住
居
を
見
出
し
た
、
と
説
明
し
た
。・
・
・
・

　

見
通
す
こ
と
の
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

限
定
さ
れ
た
期
間
の
間
の
中
間
的
な
転
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

通
常

4

4

、4・

要
求
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・
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本
件
に
お
け
る
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
た
と
え
ば
か
つ
て
の
住
居
の
価
格
で
の
代
替
住
居
の
調
達
が
困
難
で
あ
り
、
被
告
ら
が
二
ヶ
月
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
継
続
だ
け
を
請
求
し
た
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
う
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
利
益
よ
り
も
優
先
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
二
ヶ

4

4

月
だ
け
の
期
間
の
間
の
中
間
的
な
転
居
の
費
用
と
苦
労
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
り
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
本
件
住

4

4

4

4

4

4

4

居
に
入
居
す
る
こ
と
を
二
ヶ
月
待
つ
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

原
告
の
娘
に

4

4

4

4

4

、4・

は
る
か
に
よ
り
容
易
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
の
継
続
の
請
求
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
区
裁
判
所
の
判
決
を
変
更

し
て
、
原
告
の
費
用
に
お
い
て
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

第
九
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
九
〇
年
八
月
一
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
98
】
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
九
〇
年
八
月
一
三
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
は
、
一
九
八
三
年
三
月
一
日
以
来
、
本
件
建
物
の
二
階
右
側
の
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
八
九
年
一
一

月
八
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
五
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
原
告
の
孫
が
、
本
件
住
居
に
入
居
し
、
原
告
と
そ
の
妻
の
面
倒
を
見
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
被
告
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
は
、
重
度
の
身
体
障
害
で
あ
り
、
援
助
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
の
孫
は
、
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
原
告
の
孫
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
そ

（
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の
両
親
の
住
居
に
お
け
る
ご
く
狭
い
ひ
と
つ
の
部
屋
を
も
っ
て
い
た
が
、
自
分
自
身
の
世
帯
を
構
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
原
告

の
孫
は
、
原
告
と
そ
の
妻
の
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
仕
事
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
原
告
と
そ
の
妻
は
、
重
い
病
気
で
あ
り
、
二
人
と
も

八
〇
歳
を
越
え
て
い
た
。
原
告
は
、
一
九
九
〇
年
六
月
二
一
日
の
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
原
告
の
妻
は
卒
中
発
作
を
被
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
「
自
己
必
要
」
は
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
の
と
き
に
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
の
ほ
か
、
特
に
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」

を
意
味
し
た
。
被
告
は
、
九
月
に
、
八
五
歳
に
な
り
、
す
で
に
老
人
ホ
ー
ム
に
申
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
被
告
の
異
議
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
九
二
年
三
月
三
一

日
ま
で
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
）」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
「
正
当
な
利
益
」

を
有
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
一
九
八
九
年
一
一
月
八
日
付
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
、
有
効
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
一
一
月
八
日
付
の
書
面
に
よ
る
本
件
解
約
告
知
は
、
書
面
に
よ
っ
て
意
思
表
示
さ
れ
、
解
約
告
知
の
理
由
と
し
て
、
原
告
の
孫
の
た

め
に
、
自
己
必
要
を
申
し
立
て
た
。
本
件
解
約
告
知
の
書
面
は
、
原
告
と
そ
の
妻
の
世
話
の
必
要
性
、
な
ら
び
に
、
原
告
の
孫
の
居
住
の
必
要
を
引

き
合
い
に
出
し
た
。・
・
・
・
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原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を
有
し
た
。
と
い
う
の
は
、
自
己
必
要
と
い
う
解
約
告
知
理
由
が
存
在
し
た

か
ら
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
、
二
項
二
号
）。
す
な
わ
ち
、
客
観
的
に
、
原
告
が
本
件
住
居
を
原
告
の
孫
に
委
譲
す
る
つ
も
り
で
あ
る

こ
と
の
た
め
に
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
が
存
在
し
た
。
原
告
の
孫
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る

原
告
の
家
族
構
成
員
で
あ
る
。
原
告
の
孫
は
、
二
四
歳
で
あ
り
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
彼
の
両
親
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
お
い

て
、
お
よ
そ
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面
積
の
ひ
と
つ
の
部
屋
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
の
孫
が

－

特
に
彼
は
職
業
に
従
事
し
て
い
る

－

自
分
自
身

の
世
帯
を
構
え
る
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
の
狭
い
部
屋
か
ら
退
去
し
た
い
こ
と
は
、
当
裁
判
所
に
と
っ
て
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と

は
、
当
裁
判
所
に
と
っ
て
、
証
人
ら
の
信
頼
す
る
に
足
る
証
言
に
も
と
づ
い
て
、
確
か
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
証
人
・
原
告
の
孫
が
、
原
告
と
そ
の
妻
に
世
話
の
と
き
に
援
助
を
す
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
当
裁
判
所
に
と
っ
て
、
原
告
と
そ
の

妻
が
、
病
気
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
買
物
、
掃
除
、
庭
仕
事
等
々
の
よ
う
に
、
毎
日
の
仕
事
の
と
き
に
補
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

証
人
は
、
当
裁
判
所
の
た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
の
孫
と
そ
の
妻
は
、
目
下

の
と
こ
ろ
、
原
告
と
そ
の
妻
の
た
め
に
、
買
物
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
原
告
の
妻
は
、
本
件
訴
え
の
提
起
後
に
卒
中
発
作
を
被
っ
た

し
、
そ
の
た
め
に
、
治
療
し
て
い
る
医
師
の
証
言
に
し
た
が
っ
て
、
高
め
ら
れ
た
世
話
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
原
告
の
孫
が
、
原

告
と
そ
の
妻
か
ら
毎
日
の
仕
事
の
一
部
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
、
取
り
除
く
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
信
頼
す
る
に
足
る
原
告
の
孫
の
証
言
に
も
と

づ
い
て
確
か
で
あ
っ
た
。

　

自
己
必
要
と
い
う
解
約
告
知
理
由
が
す
で
に
契
約
締
結
時
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
信
義
誠
実
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
当
裁
判
所
は
、

筋
道
の
た
っ
た
、
証
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
三
年
の
被
告
に
よ
る
本
件
住
居
へ
の
入
居
の
と
き
に
、
原

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）
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告
の
孫
は
、
お
よ
そ
一
七
歳
で
あ
っ
た
。
原
告
の
孫
の
証
言
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
と
そ
の
妻
の
健
康
状
態
は
最
近
の
五
年
間
に
お
い
て
悪
化
し
た

こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
こ
と
は
、
現
在
八
〇
歳
を
越
え
る
年
齢
に
か
ん
が
み
て
信
ず
べ
き
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
告
の
妻
に
お
い

て
、
確
か
に
、
す
で
に
か
な
り
長
く
狭
心
症
の
疑
い
が
存
在
し
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
疑
い
は
少
し
前
か
ら
は
じ
め
て
証
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
つ

け
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

右
の
よ
う
に
、「
・
・
・
・
区
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
利
益
を

4

4

4

4

4

4

、4・

同
じ
く

4

4

4

、4・

差
し
迫
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、

原
告
の
孫
は
、
自
分
自
身
の
世
帯
を
構
え
る
た
め
に
、
自
分
自
身
の
住
居
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
は
、

原
告
の
住
居
の
近
く
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
原
告
の
孫
は
、
世
話
を
必
要
と
す
る
原
告
と
そ
の
妻
の
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
仕
事
を
も
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
」。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
他
方
に
お
い
て
、「
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
被
告
の
異
議
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
九
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
）。

　

と
い
う
の
は
、
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
挙
げ
ら
れ
た
期
間
の
間
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
被
告

の
利
益
が
優
位
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
被
告
は
ほ
と
ん
ど
八
五
歳
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

代
替
住
居
を
見

4

4

4

4

4

4

出
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
高
齢
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

実
際
に
は
不
可
能
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
被

告
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
重
度
の
身
体
障
害
で
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

4

4

4

、
特
に
、

（
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高
齢
で
病
気
の
人
々
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
環
境
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
に
つ
い
て
困
難
さ
を
有
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

・
・
・
・
一
年
と
八
ヶ
月
そ
こ
そ
こ
の
期
間
の
間
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
利
益
が
優
位
を
占
め
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
裁
判
所
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
一
定
の
期
間

の
間
延
長
す
る
。
と
い
う
の
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

当
該
期
間
の
範
囲
内
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ひ
と
つ
の
場
所
を
持
つ
よ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
な
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
は

4

4

4

、4・

当
該
老
人
ホ
ー
ム
に
申
請
し
て
い
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ひ
と
つ
の
場
所
を
待
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
い
る
こ
と
を
申
し
立
て
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
証
人
は

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
を
証
明
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
ほ
か
に

4

4

4

4

4

、4・

証
人
は

4

4

4

、4・

被
告
の
受
入
れ
は
お
よ
そ
一
年
半
の
期
間
の
う
ち
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

可
能
で
あ
ろ
う
こ
と
を
申
し
立
て
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
自
身
が
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
受
入
れ
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
、
被
告
の
意

思
に
反
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
る
の
で
も
な
か
っ
た
。
相
当
な
代
替
住
居
が
近
い
う
ち
に
被
告
に
当
然
与
え
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

挙
げ
ら
れ
た
期
間
が
経
過
し
た
時
点
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
孫
の
た
め
に
本
件
住
居
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
利
益
が

4

4

4

4

4

4

優
位
を
占
め
た

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
ほ
と
ん
ど
八
五
歳
で
あ
り
、
代
替
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
に
お
い
て
、

実
際
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
で
病
気
の
人
々
は
、
新
た
な
環
境
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
に
つ
い
て
困
難
さ
を
有
す
る
こ
と
、

②
一
年
と
八
ヶ
月
そ
こ
そ
こ
の
期
間
の
間
は
、
被
告
の
利
益
が
優
位
を
占
め
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
が
、
当
該
期
間
の
範
囲
内
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
場
所
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
は
、
当

該
老
人
ホ
ー
ム
に
申
請
し
て
い
た
し
、
ひ
と
つ
の
場
所
を
待
っ
て
い
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
証
人
は
、
こ
の
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、

証
人
は
、
被
告
の
受
入
れ
は
お
よ
そ
一
年
半
の
期
間
の
う
ち
に
可
能
で
あ
ろ
う
こ
と
を
申
し
立
て
た
こ
と
、
③
相
当
な
代
替
住
居
が
近
い
う
ち
に
被

告
に
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
挙
げ
ら
れ
た
期
間
が
経
過
し
た
時
点
で
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
孫
の
た
め
に
本
件
住
居
を
取
り
戻

（
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す
こ
と
に
つ
い
て
、
原
告
の
利
益
が
優
位
を
占
め
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
〇
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
八
月
二
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
99
】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
八
月
二
二
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
八
八
年
六
月
二
七
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
原
告
の
息
子
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、

一
九
八
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
ら
は
、
一
九
八
九
年
四
月
三
日
に
、

本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

被
告
ら
は
、
控
訴
審
手
続
き
に
お
い
て
、
そ
の
建
築
が
一
九
八
九
年
の
秋
に
は
じ
め
ら
れ
、
そ
こ
へ
の
入
居
完
了
が
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
に

見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
こ
と
を
証
明
し
、
予
備
的
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
ま
で
継

続
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］
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地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
控
訴
は
、
許
容
し
う
る
し
、
認
め
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
期
限
付
で
継
続
す

る
こ
と
に
対
す
る
予
備
的
申
立
て
に
関
し
て
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

確
か
に
、
区
裁
判
所
の
判
決
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
五
日
付
）
と
一
致
し
て
、
原
告
は
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
法
的
に
有
効
に
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
解
約
告
知
し
た
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
証
拠
調
べ
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
息
子
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
自
己
必
要
に
つ
い
て
の

疑
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
は
・
・
・
・
原
告
に
当
然
帰
属
す
べ
き

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
三
項
に
し
た
が
っ
て
、
判
決
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
条
件

に
お
い
て
、
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」、
と

判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
ら
は
、
き
ち
ん
と
、
一
九
八
九
年
四
月
三
日
付
の
書
面
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
の
継
続
を
請
求
し
た
。
こ
の
請
求
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
も
ま
た
、
正
当
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
八
八
年
六
月

二
七
日
付
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
八
九
年
六
月
三
〇
日
付
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
は
、
被

告
ら
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
不
当
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

被
告
ら
は
、
本
件
控
訴
審
手
続
き
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
七
月
三
日
付
の
被
告
ら
の
書
面
に
お
い
て
、
請
求
し
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継

（
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続
の
た
め
の
要
件
を
説
明
し
、
一
九
九
〇
年
一
月
一
八
日
付
の
公
証
人
が
作
成
し
た
売
買
契
約
の
提
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
れ

4

4

に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
建
築
が
一
九
八
九
年
の
秋
に
は
じ
め
ら
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
こ
へ
の
入
居
完
了
が
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
に
見
込
ま
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
る
と
こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

社
会
的
な
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
関

4

4

4

4

4

4

4

4

係
を
期
限
付
で
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
利
益
を
明

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

確
に
凌
駕
す
る
こ
と
に
行
き
着
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の
住
居
所
有
権
の
完
成
ま
で
の
お
よ
そ
一
年
九
ヶ
月
の
期
間
の
間
の
中
間
的
な
転
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
詳
し
い
理
由
づ

4

4

4

4

4

4

4

4

け
を
必
要
と
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
さ
ら
に

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
は
七
七
歳
で

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

二
は
七
〇
歳
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
の
健
康
状
態
は
一
九
八
九
年
一
二
月

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

一
二
日
付
の
医
師
の
診
断
書
に
も
と
づ
い
て
損
な
わ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
件
住
居
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
利
益
は
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
住
居
所
有
権
が
入
居
完
了
に
な
る
ま
で
、
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
被
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
異
議
に
も
と
づ
い

て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
三
項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
ま
で
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
件
控

訴
は
認
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
期
限
付
き
の
継
続
に
関
す
る
対
応
し
た
定
め
が
判
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
本
件
控
訴
審
手
続
き
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
一
月
一
八
日
付
の
公
証
人
が
作
成
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し
た
売
買
契
約
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
は
、
そ
の
建
築
が
一
九
八
九
年
の
秋
に
は
じ
め
ら
れ
、
そ
こ
へ
の
入
居
完
了
が

一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
に
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
住
居
所
有
権
を
購
入
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
本
件
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
社
会
的
な
理
由
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
期
限
付
で
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
が
、

本
件
住
居
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
利
益
を
明
確
に
凌
駕
す
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
。
そ
の
住
居
所
有
権
の
完
成

ま
で
の
お
よ
そ
一
年
九
ヶ
月
の
期
間
の
間
の
中
間
的
な
転
居
が
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
こ
と
は
、
よ
り
詳
し
い
理
由
づ
け
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
、
②
さ
ら
に
、
被
告
・
一
は
七
七
歳

で
、
被
告
・
二
は
七
〇
歳
で
あ
り
、
被
告
・
一
の
健
康
状
態
は
一
九
八
九
年
一
二
月
一
二
日
付
の
医
師
の
診
断
書
に
も
と
づ
い
て
損
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
一
に
、
ノ
イ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
二
月
八
日
判
決
は
、
そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ

る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
継
続
の
請
求
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

の
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

近
い
う
ち
に
本
件
住

4

4

4

4

4

4

4

4

居
を
離
れ

4

4

4

4

、4・

目
下
の
と
こ
ろ
な
お
建
築
状
態
に
あ
る
被
告
ら
自
身
の
建
物
に
入
居
す
る
で
あ
ろ
う
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
点
で
は

4

4

4

4

4

、4・

二
重
の
転
居

4

4

4

4

4

、4・

す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

中
間
的
な
利
用
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
原
告
（
賃
貸
人
）
の
正
当
な
利
益
は
、
こ
の
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。
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第
一
二
に
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
区
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

100
】
ド
ル
ト
ム
ン
ト
区
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
七
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
Ｄ
に
存
在
す
る
本
件
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
本
件
建
物
に
は
三
つ
の
住
居
が
所
在
し
た
。
原
告
は
、
そ
の
妻
と
一
階

の
住
居
に
居
住
し
、
屋
階
に
は
そ
の
娘
が
居
住
し
て
い
た
。
被
告
ら
は
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
一
三
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
も
っ
て
、
二

階
の
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。

　

原
告
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
五
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）

ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
の
妻
の
両
親

は
、
相
当
な
健
康
上
の
苦
痛
に
も
と
づ
い
て
、
も
は
や
さ
ら
に
続
け
て
彼
ら
だ
け
で
彼
ら
の
現
在
の
住
居
に
お
い
て
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
舅
は
世
話
が
必
要
で
あ
り
、
姑
も
相
当
な
自
分
自
身
の
健
康
上
の
困
難
の
た
め
に
世
話
が
必
要
で
あ
っ
た
。
姑
は
、
進
ん
だ
高
齢
と
自
分
自
身

の
病
気
の
た
め
に
、
一
方
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
舅
の
世
話
を
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
し
、
他
方
に
お
い
て
、
相
当
な
自
分

自
身
の
健
康
上
の
困
難
の
た
め
に
世
話
が
必
要
で
あ
っ
た
。
舅
に
お
け
る
病
気
は
一
九
五
八
年
か
ら
は
じ
ま
り
、
姑
に
お
け
る
病
気
は
一
九
七
三
年

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
舅
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
一
四
日
に
亡
く
な
っ
た
。
原
告
は
、
今
や
、
彼
の
姑
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う

に
、「
自
己
必
要
」
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
必
要
性
を
否
認
し
、
二
〇
〇
三
年
五
月
二
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
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て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
ら
は
、
過
去
に
お
い
て
、
何
度
か
原
告
を
訪
れ
、
被
告
ら
の
人
生
の
計
画
策
定
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
五
年
の
夏
に
、
Ｅ
に
お
い
て
取
得
し
た
建
物
に
転
居
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
の
時
点
に
お
い
て
、

被
告
ら
の
娘
は
、
卒
業
資
格
を
取
り
、
そ
れ
か
ら
、
Ｅ
に
お
い
て
見
習
修
行
を
は
じ
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
す
で
に
、
相
当
に
、
代

替
住
居
を
手
に
入
れ
よ
う
と
も
し
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
適
当
な
住
居
を
見
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
二
〇
〇
五
年
六
月
三
〇
日
ま
で
時
間
的
に
期
限
づ
け
ら
れ
て
継
続
す
る
、
と
判
断
し
、

本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、「
自
己
必
要
」
と
い
う
解
約
告
知
理
由

が
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
側
に
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
原
則
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
五
日
付
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
有
効
に
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

本
件
解
約
告
知
は
、
形
式
に
適
合
し
て
行
わ
れ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
解
約
告
知
理
由
も
ま
た
、
原
告
ら
の
側
に
存
在

し
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
も
、
本
件
手
続
き
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
自
己
必
要
を
筋
道
立
て
て
説
明
し
た
。
連
邦
通
常

裁
判
所
一
九
八
八
年
一
月
二
〇
日
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
必
要
の
た
め
に
は
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
で
十
分
で
あ
る
。

筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
は
、
本
件
に
お
い
て
、
原
告
の
妻
の
両
親
を
世
話
し
本
件
建
物
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
、
原
告
と
そ

の
妻
の
願
望
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
原
告
の
事
実
の
申
立
て
が
ど
う
い
う
意
味
で
正
し
か
っ
た
の
と
い
う
点
は
、
本
件
手
続
き
に
お
い
て
、

特
に
、
劇
的
に
、
舅
が
本
件
手
続
き
に
お
け
る
口
頭
弁
論
期
日
の
数
日
前
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。・
・
・
・
自
己
の
人
生
の
計

（
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画
策
定
を
行
い
、
自
己
も
し
く
は
自
己
の
構
成
員
が
ど
こ
で
生
活
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
賃
貸
人
の
事
柄
で
あ

る
」。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
の
適
用
だ
け
が
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
利
益
の
比
較
衡
量
が
極
度
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
民

事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
明
渡
期
間
の
付
与
を
通
し
て
当
事
者
の
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次

の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
本
件
手
続
き
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
社
会
的
条
項
の
適
用
だ
け
が
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。
Ｂ
Ｇ

Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
判
決
を
下
す
裁
判
所
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
賃
借
人
お
よ
び
そ
の
家
族
に
と
っ
て
賃
貸
人
の
正

当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
一
定
の
期
間
の
間
、
あ
る
い
は
、
期
間
の

定
め
な
く
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
比
較
衡
量
は
、
本
件
手
続
き
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
し
、
極
度
に
困
難
で
あ
っ
た
。
当
裁
判
所
は
、
ま
ず
第
一
に
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
明
渡
期
間
の
付
与
を
通
し
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
利
益
の
調
整
が
達
成
さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
本
件
手
続
き
に
お
い
て
、
こ
の

明
渡
期
間
は
最
大
限
一
年
の
間
認
め
ら
れ
う
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
転
居
が
遅
く
と
も
来
年
の
一
〇
月
の
休
暇
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
被

告
ら
の
娘
の
最
後
の
学
年
に
お
い
て
必
要
と
な
る
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
可
能
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

続
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
当
事
者
の
利
益
の
比
較
衡
量
を
行
っ
た
。

　

当
事
者
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
第
一
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
解
約
告
知
に
よ
る
本
件
使
用
賃
貸

（
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借
関
係
の
終
了
に
お
い
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
が
そ
の
娘
の
学
校
の
交
替
を
避
け
る
た
め
に
Ｄ
に
と
ど
ま
る
場
合
、
そ
の
こ
と
は
、
被
告
ら
の
二

重
の
転
居
を
結
果
と
し
て
と
も
な
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
被
告
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
必
要
で
あ
る
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
被
告
ら
の
側
に
お
い
て
、

被
告
ら
が
、
原
告
に
周
知
で
あ
る
人
生
の
計
画
策
定
を
行
っ
た
し
、
繰
り
返
し
、
原
告
に
、
解
約
告
知
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
う
る
の
か
と
い
う
点
を
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
を
顧
慮
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
ら
は

4

4

4

4

Ｅ
に
お
い
て
あ
る
建
物
を
購
入
し
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は
二
〇
〇
五
年
の
夏
に
こ
の
建
物
に
転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
時
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

ら
の
娘
は
Ｄ
に
お
い
て
卒
業
資
格
を
得
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
予
定
さ
れ
た
時
点
よ
り
以
前
の
終
了
に

お
い
て
、
選
択
肢
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
ら
が
そ
の
娘
の
た
め
に
Ｄ
に
と
ど
ま
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

学
校
の
経
歴
の
終
了
前

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
学
校
の
交
替
は
も
は
や
必
要
で
な
い
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
場
合

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
は
お
よ
そ
一
年
間
の
中
間
的
転
居
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
結
果
と
し
て
と
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
っ
た

4

4

4

。
と
い
う
の
は

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
か
ら
Ｅ
へ
の
転
居
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
あ
る
い
は
、
被
告
ら
が
よ
り
早
い
時
点
に
お
い
て
Ｅ
に
引
っ
越
し
、

そ
の
場
合
、
Ｅ
の
当
該
建
物
は
少
な
く
と
も
暫
定
的
な
入
居
の
た
め
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
被
告
ら
の
娘
は
、
全
く
短
期
間
、
重
大

な
最
後
の
学
年
へ
の
進
級
前
に
、
あ
る
い
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
多
少
よ
り
遅
れ
て
、
学
校
の
交
替
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
帰
結
を
と

も
な
う
。
Ｄ
に
お
け
る
お
よ
そ
一
年
間
の
中
間
的
転
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
要
求
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

二
〇
〇
五
年

4

4

4

4

4

の
夏
に
Ｅ
に
引
っ
越
す
こ
と
に
対
応
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

彼
ら
の
人
生
の
計
画
策
定
を
整
え
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
裁
判
所
が

4

4

4

4

4

、4・

社
会
的
条
項
の
適
用
を
肯
定
し
な
か
っ
た
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

ど
ん
な
場
合
で
も
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
て
、
明
渡
期
間
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
と
き
、
こ
の
明
渡
期

間
は
、
い
つ
か
、
次
の
年
の
四
月
と
六
月
の
間
に
満
了
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
被
告
ら
は

4

4

4

4

、
そ
の
場
合
、
お
よ
そ
九
ヶ
月
な
い
し
一
二
ヶ
月
の
間

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｄ4
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に
お
い
て
新
た
な
住
居
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
よ
う
な
短
期
間
の
賃
貸
借
の
た
め
に
苦
労
し
て
だ
け
住
居
が
見
出
さ
れ
う
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
と
は
か
か
わ
り
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
は

4

4

4

、4・

全
く
相
当
な
経
済
的
お
よ
び
時
間
的
な
消
費
を
意
味
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

転
居
は

4

4

4

、4・

通
常

4

4

、4・

明
確
に

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ

4

4

Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
た
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
Ｅ
に
お
い
て
あ
る
建
物
を
購
入
し
た
が
、
被
告
ら
は
二
〇
〇
五
年
の
夏
に
こ
の
建
物
に

転
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
娘
は
Ｄ
に
お
い
て
卒
業
資
格
を
得
る
。
被
告
ら
が
そ
の
娘
の
た
め
に
Ｄ
に
と
ど
ま

り
、
そ
の
結
果
、
学
校
の
経
歴
の
終
了
前
の
学
校
の
交
替
は
も
は
や
必
要
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
、
こ
の
こ
と
は
お
よ
そ
一
年
間
の
中
間
的
転

居
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
結
果
と
し
て
と
も
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
か
ら
Ｅ
へ
の
転
居
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
②
Ｄ
に
お
け
る
お
よ

そ
一
年
間
の
中
間
的
転
居
は
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
五
年
の
夏
に
Ｅ
に
引
っ
越
す
こ
と
に
対
応
し
て
、
彼
ら
の
人
生
の
計
画

策
定
を
整
え
た
。
当
裁
判
所
が
、
社
会
的
条
項
の
適
用
を
肯
定
し
な
か
っ
た
場
合
、
被
告
ら
は
、
お
よ
そ
九
ヶ
月
な
い
し
一
二
ヶ
月
の
間
、
Ｄ
に
お

い
て
新
た
な
住
居
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
短
期
間
の
賃
貸
借
の
た
め
に
苦
労
し
て
だ
け
住
居
が
見
出
さ
れ
う
る
こ
と

と
は
か
か
わ
り
な
く
、
転
居
は
、
全
く
相
当
な
経
済
的
お
よ
び
時
間
的
な
消
費
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
、
転
居
は
、
通
常
、
明
確
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
七
四
条
に
し
た
が
っ
た
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
区
裁
判
所
は
、
後
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
（
４
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
の
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
も
、
被
告
（
賃
借

人
）
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
選
択
肢
は
、
被
告
ら
が
そ
の
場
合
よ
り
長
い
期
間
の
間
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
住
居
へ
の
即
時
の
転
居
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

結
局
は
、
Ｅ
に
お
い
て
取
得
し
た
建
物
だ
け
で
あ
り
う
る
。
こ
の
建
物
は
ま
だ
完
全
に
出
来
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
裁
判
所
は
、
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こ
れ
に
関
し
て
も
、
明
渡
期
間
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
用
い
て
、
被
告
ら
は
、
そ
の
場
合
、
確
か
に
被
告
ら
に
全
く
要
求
で
き

た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
相
当
な
費
用
の
も
と
で
、
少
な
く
と
も
暫
定
的
な
居
住
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
こ
の
建
物
を
修
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
明
渡
期
間
も
ま
た
、
お
よ
そ
来
年
の
夏
ま
で
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
被
告

ら
の
娘
は
、
そ
の
と
き
、
彼
女
の
学
校
の
最
終
学
年
の
ク
ラ
ス
に
進
級
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
判
所
に
周
知
の
ご
と
く
、
学
校
の
交
替

は
、
修
了
試
験
寸
前
に
お
い
て
、
学
校
の
成
績
の
相
当
な
悪
化
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
お

の
お
の
の
学
校
に
お
い
て
、
全
く
違
っ
た
教
材
が
違
っ
た
や
り
方
に
お
い
て
斡
旋
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
相
当
な
欠
落
部
分
が
生

じ
る
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
相
当
な
欠
落
部
分
は
、
よ
り
下
位
の
学
年
に
お
い
て
は
、
見
通
し
う
る
時
間
に
お
い
て
挽

回
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
卒
業
試
験
の
寸
前
で
は
、
成
績
お
よ
び
修
了
の
評
点
の
た
め
の
相
当
な
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
点
で
も
、
賃
借
人
の
子
供
ら
に
住
居
の
交
替
に
よ
っ
て
転
校
の
困
難
さ
と
試
験
の
難
し
さ
が
生
じ
う
る
場
合

4
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4

4

4

4

4

4

4
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4

4

4

4

4
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4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が
社
会
的
条
項
を
引

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

他
方
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
と
そ
の
家
族
の
側
に
お
け
る
利
益
の
状
況
は
、
舅
が
死
亡
し
た
現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
変

化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
他
方
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
姑
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
本
件
解
約
告
知
に
つ
い
て
の
原
告
の
正
当
な
利
益
を
正
当
化
す
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
原
告
の
人
生
の
計
画
策
定
、
お
よ
び
、
姑
の
人
生
の
計
画
策
定
は
、
原
則
と
し
て
、
憲
法
上
の
観
点
の
も
と
で
も
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
定
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
さ
ら
に
続
け
て
、
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
そ
の
完
全
な
劇
的
緊

張
に
お
い
て
本
件
に
お
い
て
と
り
わ
け
舅
の
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
舅
が
生
き
て
い
た
限
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
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た
比
較
衡
量
は
、
当
裁
判
所
に
お
い
て
、
原
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
や

4

4

、4・

原
告
と
そ
の
家
族
の
側
に
お
け
る
状
況
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

変
化
し
た

4

4

4

4

。
そ
の
場
合
に
、
当
裁
判
所
は
、
今
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
と
し
て
か
つ
て
の
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
た
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る

と
こ
ろ
の
姑
が
、
同
様
に
特
別
な
不
安
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
母
親
を
強
く
気
に
か
け
る
と
い
う
、
姑
の
娘
、
す
な
わ
ち
、
原
告

の
妻
の
理
解
で
き
る
意
思
が
存
在
し
た
こ
と
を
見
誤
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
、
さ
ら
に
続
け
て
、
姑
は
全
く
な
お
元
気
で
あ
り

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま4

た4

、4・

手
の
届
く
近
く
に
居
住
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
姑
は
自
分
自
身
で
ま
だ
車
を
運
転
し
た

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告
の
家

4

4

4

4

族
が
姑
を
訪
問
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

問
題
な
く
可
能
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
姑
自
身
は

4

4

4

4

、4・

目
下
の
と
こ
ろ

4

4

4

4

4

4

、4・

世
話
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

議
論
の
余
地
も
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

存
在
す
る
姑
の
病
気
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
質
的
に
は

4

4

4

4

4

、4・

舅
を
世
話
す
る
こ
と
に
つ
い
て
姑
を
妨
げ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

最
後
に
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
は
二
〇
〇
五
年
六
月
三
〇
日
ま
で
時
間
的
に
期
限
づ
け
ら
れ
て
継
続
す
る
と
い
う
結
論
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
異
な
る
利
益
の
間
の
比
較
衡
量
は
困
難
で
あ
っ
た
。
当
裁
判
所
は
、
容
易
に
判
決
を
下
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
裁
判
所
は
、

こ
の
よ
う
な
期
限
づ
け
ら
れ
た
、
今
や
な
お
お
よ
そ
一
八
ヶ
月
の
間
続
く
時
間
的
に
期
限
づ
け
ら
れ
た
継
続
を
通
し
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
そ
れ

が
本
件
の
種
類
の
事
案
に
お
い
て
総
じ
て
可
能
で
あ
る
限
り
は
、
利
益
の
調
整
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
柄
に
即
し
た
理
由
が
効
果
を
あ
ら
わ
す
と

い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
判
決
を
通
し
て
、
当
事
者
は
、
そ
の
計
画
策
定
の
確
実
性
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
明
渡
期
間
を
と
も
な
う
明

渡
し
の
判
決
、
お
よ
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
提
起
さ
れ
る
控
訴
に
お
い
て
、
当
事
者
の
だ
れ
も
、
い
つ
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
い
ま
や
終
了
さ
せ

ら
れ
る
の
か
、
お
よ
び
、
ど
の
よ
う
な
期
間
が
そ
の
と
き
な
お
進
行
す
る
の
か
と
い
う
点
を
厳
密
に
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
八
ヶ
月
の
残
り
の
有

効
期
間
は
、
お
そ
ら
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
引
き
続
い
て
の
明
渡
期
間
、
お
よ
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
ま
た
執
行
か
ら
の
保
護
の
申
立
て
を

（
573
）

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
五
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
九
月
）

225



と
も
な
う
控
訴
審
手
続
き
よ
り
も
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
よ
り
長
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
側
の
不
利
益
は
、
全
く
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
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今
や
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な
お
こ
れ
以
上
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な
し
に
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4

の
で

あ
る
。
原
告
と
そ
の
姑
は
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、4・

今
や
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
対
す
る
心
構
え
を
す
る
こ
と
が
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

対
応
し
た
計
画
策
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す
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こ
と
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が
で
き
る
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こ
の
こ
と
は
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裏
返
せ
ば
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被
告
ら
に
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当
す
る
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被
告
ら
は
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、4・

遅
く
と
も
六
月
の
終
わ
り
に
Ｄ
に
お
け
る
本
件
住
居
が
明
け
渡
さ
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れ
て
返
還
さ
れ
う
る
限
り
は
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、4・

今
や

4
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、4・

Ｅ
に
お
け
る
彼
ら
の
建
物
の
改
築
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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4

4

の
で
あ
る
。
裁
判
所
に
周
知
の
ご
と
く
、

学
校
は
、
終
了
の
年
次
に
関
し
て
、
相
当
に
そ
の
学
年
の
終
わ
り
の
前
に
も
終
了
し
、
そ
の
結
果
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
転
居
も
ま
た
、
数
ヶ
月
早

く
す
で
に
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
」。

　

三　

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
そ

の
裁
判
例
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
３
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
地
方
裁
判
所
一
九
七
一
年
六
月
三
〇
日
決
定
（
裁
判
例

【
７
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
が
一
九
七
〇
年
四
月
三
〇
日
付
で
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知

し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
一
九
七
一
年
二
月
二
八
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
請

求
し
た
。
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地
方
裁
判
所
は
、
す
で
に
本
件
解
約
告
知
の
時
点
に
お
い
て
建
築
中
で
あ
っ
た
被
告
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が
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4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

一
九
七
一
年
の
は
じ
め
に
完
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
自
宅
が
入
居
の
用
意
の
で
き
る
前
の
再
度
の
転
居
は
被
告
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
被
告
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

※ 

Ⅱ
の
二
の
２
の
⑵
の
②
の
ⓑ
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。

（
503
）O

LG
 K

arlsruhe N
JW

 1970,1746.

（
504
）O

LG
 K

arlsruhe N
JW
( Fn.503) ,S.1746ff.

（
505
）LG

 M
annheim

 W
uM

 1971,58.

（
506
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.505) ,S.58.

（
507
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.505) ,S.58f.

（
508
）B

V
erfG

 N
JW

 1992,1220.

（
509
）
前
掲
注
（
206
）
参
照
。

（
510
）B

V
erfG

 N
JW
( Fn.508) ,S.1220.

（
511
）B

V
erfG

 N
JW
( Fn.508) ,S.1220.

（
512
）B

V
erfG

 N
JW
( Fn.508) ,S.1221.

（
513
）B

V
erfG

 N
JW
( Fn.508) ,S.1221.

（
514
）LG

 M
annheim

 ZM
R 1993,79.

（
515
）LG
 M

annheim
 ZM

R( Fn.514) ,S.80.

（
516
）LG

 M
annheim

 N
JW
( Fn.107) .
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（
517
）LG

 M
annheim

 N
JW
( Fn.107) ,S.2307.

（
518
）LG

 M
annheim

 N
JW
( Fn.107) ,S.2307.

（
519
）A

G
 B

ochum
 W

uM
 1965,64.

（
520
）A

G
 B

ochum
 W

uM
( Fn.519) ,S.64.

（
521
）A

G
 B

ochum
 W

uM
( Fn.519) ,S.64.

（
522
）LG

 W
ürzburg W

uM
 1965,63.

（
523
）LG

 W
ürzburg W

uM
( Fn.522) ,S.63.

（
524
）LG

 W
ürzburg W

uM
( Fn.522) ,S.63.

（
525
）LG

 Freiburg M
D

R( Fn.113) .

（
526
）LG

 Freiburg M
D

R( Fn.113) ,S.419.

（
527
）LG

 Freiburg M
D

R( Fn.113) ,S.419.

（
528
）LG

 K
assel W

uM
( Fn.8) ,S.77.

（
529
）LG

 K
assel W

uM
( Fn.8) ,S.77.

（
530
）A

G
 H

annover W
uM

 1970,41.

（
531
）A

G
 H

annover W
uM
( Fn.530) ,S.42.

（
532
）A

G
 H

annover W
uM
( Fn.530) ,S.42.

（
533
）A

G
 K

öln W
uM

 1972,130.

（
534
）A

G
 K

öln W
uM
( Fn.533) ,S.130.

（
535
）A

G
 K

öln W
uM
( Fn.533) ,S.130.

（
536
）A

G
 K

öln W
uM
( Fn.533) ,S.130.

（
537
）LG

 M
annheim

 W
uM

 1976,269.

（
538
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.537) ,S.269.

（
539
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.537) ,S.269.

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
九
）

228229



（
540
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.537) ,S.269.

（
541
）A

G
 M

ünster W
uM

 1978,51.

（
542
）A

G
 M

ünster W
uM
( Fn.541) ,S.51.

（
543
）A

G
 M

ünster W
uM
( Fn.541) ,S.51.

（
544
）A

G
 B

ochum
 W

uM
 1979,256.

（
545
）A

G
 B

ochum
 W

uM
( Fn.544) ,S.256.

（
546
）A

G
 B

ochum
 W

uM
( Fn.544) ,S.256f.

（
547
）LG

 M
annheim

 W
uM

 1981,234.

（
548
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.547) ,S.234.

（
549
）LG

 M
annheim

 W
uM
( Fn.547) ,S.234.

（
550
）LG

 Lübeck W
uM

 1988,269.

（
551
）LG

 Lübeck W
uM
( Fn.550) ,S.269.

（
552
）LG

 Lübeck W
uM
( Fn.550) ,S.269.

（
553
）LG

 W
iesbaden W

uM
 1988,269.

（
554
）LG

 W
iesbaden W

uM
( Fn.553) ,S.270.

（
555
）LG

 W
iesbaden W

uM
( Fn.553) ,S.270.

（
556
）A

G
 N

ürnberg W
uM

 1991,39.

（
557
）A

G
 N

ürnberg W
uM
( Fn.556) ,S.39.

（
558
）A

G
 N

ürnberg W
uM
( Fn.556) ,S.39f.

（
559
）A

G
 N

ürnberg W
uM
( Fn.556) ,S.40.

（
560
）A

G
 N

ürnberg W
uM
( Fn.556) ,S.40.

（
561
）A
G

 N
ürnberg W

uM
( Fn.556) ,S.40.

（
562
）LG

 Stuttgart W
uM

 1991,589.
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（
563
）LG

 Stuttgart W
uM
( Fn.562) ,S.589.

（
564
）LG

 Stuttgart W
uM
( Fn.562) ,S.589.

（
565
）A

G
 N

eubrandenburg W
uM

 1994,374.

（
566
）A

G
 N

eubrandenburg W
uM
( Fn.565) ,S.374f.

（
567
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
 2004,499.

（
568
）
前
掲
注
（
239
）
参
照
。

（
569
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
( Fn.567) ,S.500.

（
570
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
( Fn.567) ,S.500.

（
571
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
( Fn.567) ,S.500.

（
572
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
( Fn.567) ,S.500.

（
573
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
( Fn.567) ,S.500.

（
574
）A

G
 D

ortm
und N

ZM
( Fn.567) ,S.500f.

（
575
）LG

 D
arm

stadt W
uM
( Fn.102) .
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	（抜刷表紙_田中
	01（論説）田中　英司 様（三校）



